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自己点検・評価の基礎資料 

 

（1）学校法人および短期大学の沿革 

  本学園は昭和２１年に発足し、戦後の混乱期に日本再建の道は教育にあり、特に

将来妻となり母となる女子の教育こそ急務であるという固い信念のもとに、髙塚半

衛によって土浦第一女子高等学校が創立された。 

 昭和４１年に女子の短期大学（保育科・国文科）が設置され、その後以下の歩み

のもとに今日に至る。 

１）学校法人霞ヶ浦学園の沿革 

Ｓ２１．４ 学校法人霞ケ浦学園 創設 土浦第一女子高等学校 開設 

Ｓ４１．４ 土浦短期大学（つくば国際短期大学の前身）開設 

Ｈ ６．４ つくば国際大学 開設 

Ｈ１０. ４ 土浦第一女子高等学校をつくば国際大学高等学校土浦校舎に名

称変更し、つくば国際大学高等学校千代田校舎を開設 

Ｈ１２．４ つくば国際短期大学附属幼稚園 開園 

Ｈ１３. ４ つくば国際保育園 開園 

Ｈ１９. ４ つくば国際百合ヶ丘保育園 開園 

Ｈ２１. ４ つくば国際大学高等学校土浦校舎・千代田校舎をつくば国際大

学高等学校・つくば国際大学東風高等学校に名称変更し分離独

立 

Ｈ２１. ４ つくば国際松並保育園 開園 

Ｈ２２. ４ つくば国際大学東風小学校 開設  

Ｈ２４. ４ つくば国際白梅保育園 開園 

２）つくば国際短期大学の沿革 

Ｓ４１．１ 土浦短期大学（保育科、国文科）設置認可 

Ｓ４１. １ 学長髙塚半衛 就任 

Ｓ４２．４ 家政科 増設 

Ｓ４３．３ 家政科を家政専攻と食物栄養専攻に分離 

Ｓ４６. ９ 学長髙塚千秀 就任 

Ｓ５７. ４ 学長髙塚靜江 就任 

Ｈ １．４ 留学生別科日本語研修課程 増設 

Ｈ ８．４ 家政科を生活科学科に名称変更（生活科学専攻・食物栄養専攻） 

Ｈ ９．４ つくば国際短期大学に名称変更 

Ｈ１１．４ 国文科を日本語コミュニケーション学科に名称変更 

Ｈ１３．４ 男女共学に変更 

生活科学科（生活科学専攻・食物栄養専攻）を人間生活学科（人

間福祉専攻・食物栄養専）に名称変更 

Ｈ１４．４ 人間生活学科人間福祉専攻に介護福祉士養成課程 開設 

Ｈ１６．４ 看護学科 開設（３年課程） 
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Ｈ１７．４ 日本語コミュニケーション学科 募集停止 

      人間生活学科食物栄養専攻を人間生活学科健康栄養専攻に改称 

      留学生別科 廃止 

Ｈ１８．４ 日本語コミュニケーション学科 廃止 

Ｈ１９．４ 看護学科 募集停止 

Ｈ２１. ４ 看護学科 廃止 

Ｈ２１. ４ 人間生活学科 募集停止 

Ｈ２２. ３ 機関別評価 適格の認定 

Ｈ２２. ４ 人間生活学科 廃止 （保育科のみの単科短期大学となる。） 

Ｈ２５. ４  学長髙塚千史 就任
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（2）学校法人の概要 

学校法人が設置するすべての教育機関の名称、所在地、入学定員、収容定員および在

籍者数（平成26年5月1日現在） 

 

 

 

 

法人が設置する他の保育機関の現状 

  平成２６年５月1日現在 

保育機関名 所在地 入園定員 収容定員 在籍者数 

つくば国際保育園 土浦市東﨑町１２－２１ １００ １００  １１９ 

つくば国際百合ヶ丘保育園 守谷市百合ヶ丘１－２４５５ １８０ １８０ １７２ 

つくば国際松並保育園 守谷市松並１７２４－１ ９０ ９０ １０８ 

つくば国際白梅保育園 つくば市面野井字丸山５５－１ １５０ １５０ １６９ 

つくば国際はるかぜ保育園 
つ く ば み ら い 市 小 張 字 谷 口 脇  

２ ７ ８ ６ － １  
９０ ９０ ７６ 

 

 

法人が設置する教育機関の現状 

  平成２６年５月１日現在 

教育機関名 所在地 入学定員 収容定員 在籍者数 

つくば国際大学 土浦市真鍋６－２０－１ ４００ １５８０ １３０２ 

つくば国際短期大学 土浦市真鍋６－７－１０ １５０ ３００ ２３０ 

つくば国際大学高等学校 土浦市真鍋１－３－５ ２４０ ７２０ ６２０ 

つくば国際大学東風高等学校 かすみがうら市上土田６９０－１ ２００ ６００ ２０３ 

つくば国際大学東風小学校 
守谷市百合ヶ丘１－４８０８－１

５ 
６０ ３６０ ４３ 

つくば国際短期大学附属幼稚園 土浦市真鍋６－６－９ １４０ １４０ １５７ 
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（３）学校法人・短期大学の組織図 

① 学校法人の事務組織図  

学校法人の事務組織図

総　務　課

経　理　課

管　財　課

総　務　課

情報図書課

教　務　課

学　生　課

就職指導課

教　務　課

学　生　課

総　務　課

図書館事務室

庶　務　係

会　計　係

図　書　係

庶　務　係

会　計　係

図　書　係

庶　務　係

会　計　係

図　書　係

庶　務　係

会　計　係

つくば国際はるかぜ保育園 事　務　室

事　務　局

事　務　局

評議員会

事　務　局

つ く ば 国 際 大 学

つくば国際短期大学

学　園　本　部

つくば国際大学東風小学校

事　務　室

事　務　室

事　務　室

つくば国際短期大学附属幼稚園

事　務　室つ く ば 国 際 保 育 園

つくば国際百合ヶ丘保育園

つくば国際松並保育園

つくば国際白梅保育園 事　務　室

事　務　室

理事会理事長

事　務　室

監　事

事　務　室つくば国際大学高等学校

つくば国際大学東風高等学校

 
平成26年５月１日現在 
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②平成26年5月1日現在の短期大学の専任教員数、非常勤教員数、専任事務職員数、非

常勤事務職員数 

専任教員数 非常勤教員数 専任事務職員数 非常勤事務職員数 

１３ ８ ９ ２ 

 

（4）立地地域の人口動態・学生の入学動向・地域社会のニーズ 

■ 立地地域の人口動態（短期大学の立地する周辺地域の趨勢） 

  本学は土浦市（人口１４万余）の北東部、東は日本第２の広さの霞ケ浦、北は日

本100名山のひとつである筑波山の風光明媚な景勝を臨む高台にある。市街地は桜川

の沖積地に土屋藩（城址現存）の城下町として発展し、霞ケ浦の水運を利用し、近

在の薪炭、米、醤油等を搬出する集散地として商業化がなされ、更には旧海軍航空

隊揺藍の地として戦時中繁栄してきたところである。その後県南地域の要衝の地と

して又東京にも近いという利便性からベットタウンとしての一翼を担ってきた。 

現在は、首都改造計画の中で、成田市の新東京国際空港に約４０kmと近く、隣市

筑波研究学園都市（つくば市）と一体的に、首都機能分散の受け皿となる「業務核

都市」として位置づけられている。 

  土浦市の人口の推移は、平成18年における新治村の編入以来横ばいで、年齢別人

口比は、60歳以上約32％に対し、20歳未満は約18％で、自然動態は平成20年度以降

減少傾向である。社会動態も平成21年度以外は転入減である。（土浦市住民基本台

帳） 

この少子高齢化が進展する社会にあって、仕事と子育てが両立できる環境整備、

安心して子どもを産み、健康に子育てできる環境など保育者の役割はますます重要

性を増してきている。 

  本学は、学生の使用道である「旧国道125号線」に面していることから路線バス、

自転車、徒歩および自家用車、オートバイなどいずれの場合でも各方面からのアクセ

スが可能である。 

  路線バスは、ＪＲ土浦駅から真鍋台バス停まで約１０～１５分程度である。自家

用車通学の学生は２割程度であり、駐車場を完備している。 

  なお、学生の出身地別学生数は、下表の通りである。 

 

■ 学生の入学動向：出身地別学生数および割合（平成２２年度～２６年度） 

地域 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

人数 

（人） 

割合 

（％） 

人数 

（人） 

割合 

（％） 

人数 

（人） 

割合 

（％） 

人数 

（人） 

割合 

（％） 

人数 

（人） 

割合 

（％） 

県南  ７３ 53.2 80 54.4 96 68.6 61 53.0 58 53.7 

県央  １７ 12.4 ２１ 14.4 4 2.9 16 14.0 12 11.1 

県西  ２６ 19.0 ３２ 15.6 25 17.9 23 20.0 22 20.4 

県北   6  4.4 ６ 4.1 3 2.1 １ 0.9 4 3.7 

鹿行   9  6.6 10 6.8 9 6.4 10 8.7 9 8.3 
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■ 地域社会のニーズ 

本学のある土浦市は茨城県の県南部に位置し、将来の推計人口の増加は見込めない

ものの、同じく県南部にある近隣のつくば市、牛久市、守谷市等、つくばエクスプレ

ス沿線の地域にある市においては将来の推計人口の増加が予測されている。県南部に

おいては人口増に伴い、保育所への入所希望者数の増加、待機児童の問題が生じてい

る。この状況に対処するため、県南部の市では認可保育所の新設、既存保育所の定員

拡充ならびに認定こども園の増加を行なうことにより、待機児童対策を行ってきてい

る。 

他方、このような保育の受け皿の拡大により保育者が不足することで、近隣の市町

村の保育所および幼稚園からは保育者の求人依頼が数多く寄せられているため、保育

者養成施設として、地域社会における社会的ニーズに応える責務を強く感じている。

特に、認定こども園の増加により、保育士資格と幼稚園教諭免許状を合わせ持つ保育

者の養成は急務の課題といえる。 

 

■ 地域社会の産業の状況 

 土浦市の産業は工業に関して言えば、古くからの神立工業団地をはじめ、土浦、千

代田工業団地、テクノパーク土浦北、東筑波新治工業団地ならびにおおつ野ヒルズと

いう工業団地があり、土浦市による積極的な誘致が進められていることもあり、今後

も工業が主要な産業としての位置を占めると考えられる。 

 一方商業については、茨城県内では水戸市、つくば市に続き 3 位の位置を占めてい

るが、大手スーパーのイオンが郊外にできたこともあり、ショッピングの流れが土浦

市の郊外や隣市のつくば市に移ってきている傾向がみられる。 

 また茨城の県南部においては 2005 年のつくばエクスプレスの開業以来、沿線の地域

(つくば市、守谷市、つくばみらい市等)の人口は年々増加の一途をたどっている。ま

た隣市であるつくば市(筑波研究学園都市)には産業技術研究所やつくば宇宙センター

をはじめとした多くの国や民間の研究機関が立地しているため、あらゆる産業がつく

ば市とその周辺に集まってきている。 

このような中で、つくばエクスプレス（TX）のつくば駅から秋葉原まで 45 分で通勤

可能であり、TX 沿線の駅周辺には次々と新興住宅地やニュータウンと呼ばれる大規模

の住宅団地が出現し、東京のベットタウン化が進んでいるため、若い世代を中心とし

た保育の受け入れ先の問題も同時に生じ始めている。 

 

関東

近県 
  3  2.2 ４ 2.7 0  0 4 3.4 1 0.9 

東北

近県 
  3  2.2 ３ 2.0 ３ 2.1 0 0 2 1.9 

その

他 
  0  0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 137    147   140  115  108  
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茨城県全体地図(市町村) 

 

つくば国際短期大学所在の土浦市地図 

 
 

つくば国際 

短期大学 

つくば国際 
短期大学 
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（5）課題等に対する向上・充実の状況   （参考資料「取り組むべき課題」参照） 

 

① 前回の第三者評価結果における三つの意見の「向上・充実のための課題」で指摘

された事項への対応について（領域別評価票における指摘への対応は任意） 

改善を要する事項 

（向上・充実のための

課題） 

対策 成果 

（１）教育理念の一つ

に国際性をあげている

ことからより一層国際

交流・協力を推進する

活発な取り組みが望ま

れる。 

 

・近隣の幼稚園や保育所において

外国人の子どもを受け入れてい

ることから、国際交流を進める上

で、外国人の子どもや保護者との

コミュニケーションが必要とな

る。 

そのために言葉のみならず、諸外

国についての幅広い知識、（文化、

伝統、宗教など）を学び、国際的

視野を有する保育者の養成を目

標とする。 

・教養科目の中に「国際関係論」、

「比較文化論」、「英語コミュニケ

ーション」の３教科を設け、国際

理解を深めるとともに、教材とし

て保育所や幼稚園で使える外国

の絵本、英語の歌、手遊びなどを

授業内容に取り入れ、保育の場で

活用できるようにした。 

・相談支援や保育実践演習におい

て、子どもの保護者支援の観点か

ら外国人保護者の日本語の習熟

度に配慮した説明の仕方につい

て扱い、理解を深めた。 

（２）防災マニュアル

に沿った防災訓練を学

生・教職員合同での実

施が望まれる。 

 

・火災・地震等災害発生時に、学

生の生命を守る趣旨から防災マ

ニュアルに沿った防災訓練を実

施する。 

・実施後のアンケート結果を 

活かし、防災マニュアルの内容を

実情に合うものに修正し、よりよ

い防災訓練が実施できるように

する。 

・平成 26 年 12 月９日（11：45～

12：10）避難訓練を実施し、学生・

教職員が自分の命を自ら守る体

験をした。終了後学生アンケート

の実施と教職員の意見を集約し

た結果、次回防災訓練に役立てる

資料を得ることができた。 

 

②上記以外で、改善を図った事項について（＊は高い評価を受けた事項） 

改善を要する事項 対策 成果 

募集活動における情報

発信と経営戦略の充実 

 

・広報活動を進めるとともに募集

活動計画を作り直す。 

・募集担当教職員の充実と募集活

動の日常化をはかった。 

・全教職員により学校訪問や地域

の高等学校で開催される進学説明

会に積極的に参加し、受験生や保

護者の問い合わせに対応してい

る。また、２名の募集担当職員は

日常的に高等学校を訪問し広報活
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動を行った。 

・ホームページ、進学情報誌など

を利用した広報活動を積極的に行

った。 

・オープンキャンパスの回数を増

やすとともに、内容の検討と本学

の教育理念のより丁寧な説明方法

の工夫を行った結果、明確な目的

意識を持った入学者が増加した。 

就職活動における学生

への支援 

・就職指導と企業訪問（保育園、

幼稚園、施設等）を実施し、就職

依頼を行う。 

・学生への細やかな指導と就職先

訪問（保育園、幼稚園、施設等）

を行い、高い就職率（96.9％）を

維持することができた。 

附属幼稚園、系列保育

園との連携による実習

指導の充実 

・附属幼稚園との相互交流を進め

る。 

・実習指導の一環として、１年次

の 9 月教育実習の前に、６月に附

属幼稚園において、実習のシミュ

レーションを行い、モチベーショ

ンを高めた。 

成績評価の公平化、客 

観化 

・５段階評価とＧＰＡ制度の導入

の是非を検討する。 

・ＧＰＡ制度導入の前提となる成

績評価の観点について検討する。 

・ＧＰＡ制度の導入。 

・５段階成績評価（S, A, B, C, D）

に移行。 

研究費を積極的に活

用する。 

・担当教科科目に関する研究教育

活動を盛んにする。 

・研究用図書の積極的購入 

・学会および研修会への積極的な

参加・発表 

＊授業評価について

の継続実施 

・授業評価アンケートを実施す

る。（聞き取り調査は 2 年毎に実

施する。25 年度後期実施） 

・「授業評価アンケート」を各教員

が担当している科目で実施。 

（参考資料：平成２６年度 

「授業評価アンケート」参照） 

 

 

（6）学生データ 

① 入学定員、入学者数、入学定員充足率、収容定員、在籍者数、収容定員充足率 

学科等の名称 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 備考 

保育科 

入学定員 180 180 150 150 150 150 

  
入学者数 129 137 147 140 115 108 

入学定員 

充足率（％） 
72 76 98 93 77 72 

収容定員 360 360 330 300 300 300 
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在籍者数 273 267 286 286 269 230 

収容定員 

充足率（％） 
76 74 87 95 90 77 

人間生活学科 

人間福祉専攻 

入学定員 
【募集 

停止】 
     

  

入学者数       

入学定員 

充足率（％） 
      

収容定員 ４０      

在籍者数 ２２      

収容定員 

充足率（％） 
５５      

人間生活学科 

健康栄養専攻 

(食物栄養専攻) 

入学定員 
【募集 

停止】 
     

１７年度 

名称変更 

入学者数       

入学定員 

充足率（％） 
      

収容定員 ８０      

在籍者数 ８４      

収容定員 

充足率（％） 
１０５      

 

② 保育科の卒業者数（人） 

区分 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

保育科 １１７ １２６ １３４ １３４ １０８ 

 

③ 保育科の退学者数（人） 

区分 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

保育科 ９ １４ ６ ４ ９ 

 

④ 保育科の休学者数（人） 

区分 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

保育科 ４ ７ ６ 10 ７ 

 

⑤ 保育科の就職者数（人） 

区分 ２１年度 ２２年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

保育科 １００ １１４ １２６ １２５ ９６ 

在家庭 ７ ８ ４ 5 ９ 

 

⑥ 保育科の進学者数（人） 

区分 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

保育科 １ ０ １ 0 ０ 
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⑦ 保育科の過去４年間の免許・資格等の取得状況 

免許・資格名 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

 学生数 
取得 

者数 

取得 

割合 ％ 
学生数 

取得 

者数 

取得 

割合 ％ 
学生数 

取得 

者数 

取得 

割合 ％ 
学生数 

取得 

者数 

取得 

割合 ％ 

幼稚園教諭２種 １３０ １３０ ９５ １３８ １３３ ９６ １４０ １３３ ９５ １０８ １０５ ９７ 

保育士 １３０ １２５ ９６ １３８ １３４ ９７ １４０ １３３ ９５ １０８ １０８ １００ 

社会福祉主事任

用 

１３０ １２６ ９７ １３８ １３４ ９７ １４０ １３４ ９６ １０８ １０８ １００ 

図書館司書 １２ １２ １００ ６ ６ １００ - - -    

 

 

（7）短期大学設置基準を上回っている状況・短期大学の概要 

                       （平成２６年度の５月１日現在） 

① 教員組織の概要（人） 

 

［注］ 

1 上表の〔イ〕とは、短期大学設置基準第22条別表第1のイに定める学科の種類に応

じて定める教員数（昼間又は夜間において授業を行う学科が通信教育をあわせ行

う場合には、短期大学通信教育設置基準第9条第2項に定める教員数を含む）をい

う。ただし、通信教育学科のみを置く短期大学の場合は、短期大学通信教育設置

基準第9条第1項別表第1に定める教員数をいう。 

2 上表の〔ロ〕とは、短期大学設置基準第22条別表第1のロに定める短期大学全体の

入学定員に応じて定める教員数をいう。なお、昼間又は夜間において授業を行う

学科が通信教育をあわせ行う場合には、短期大学通信教育設置基準第9条第2項に

定める教員数を加算する。 

学科等名 

専任教員数 

設置基準で 

定める教員

数 
助 

手 

非 

常 

勤 

教 

員 

備考 

教授 准教授 講師 助教 計 [イ] [ロ] 

保育科 ３ ２ ４ １ １０ １０   ８  

（小計） ３ ２ ４ １ １０ １０ -    

[ロ] １  ２  ３ - ３    

（合計） ４ ２ ６ １ １３ １０ ３  ８  
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3 上表の〔イ〕および〔ロ〕の欄の（ ）には、短期大学設置基準第22条別表第1の

イの備考第1号に定める教授数を記入する。通信教育学科のみを置く短期大学の場

合は、短期大学通信教育設置基準第9条第1項別表第1備考第2号に定める教授数を

記入する。 

4 上表の助手とは、助手として発令されている教職員をいう。 

5 備考欄には、当該学科の種類（短期大学設置基準第 22 条別表第 1のイにいう「学

科の属する分野の区分」）を記載する。 

 

② 教員以外の職員の概要（人） 

 専任 兼任 計 

事務職員 ７ ２ ９ 

技術職員    

図書館・学習資源センター

等の専門事務職員 
２ １ ３ 

その他の職員    

計 ９ ３ １２ 

 

③ 校地等（㎡） 

校地等 

区分 
専用

（㎡） 

共用

（㎡） 

共用する
他の学校
等の専用
（㎡） 

計（㎡） 

基準

面積

（㎡）

［注］ 

在学生一

人当たり

の面積

（㎡） 

備考

（共有

の状況

等） 

校舎敷地 9,592 5,974  15,566 

3,000 10 

 

運動場用地 10,237   10,237  

小計 19,829 5,974  25,803  

その他      

合計 19,829 5,974  25,803  

［注］短期大学設置基準上必要な面積 

 

④ 校舎（㎡） 

区分 
専用

（㎡） 

共用

（㎡） 

共用する他の学校
等の専用（㎡） 

計（㎡） 
基準面積

（㎡）［注］ 

備考（共有

の状況等） 

校舎 6,052 5,554 20,651 32,257 2,850 
 

［注］短期大学設置基準上必要な面積 
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⑤ 教室等（室） 

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習室 語学学習施設 

１０ ６ １ ２ １ 

 

⑥ 専任教員研究室（室） 

専任教員研究室 

１３ 

 

⑦ 図書・設備 

学科・専

攻課程 

図書 

〔うち外国書〕 

学術雑誌 

〔うち外国書〕（種） 
視聴覚資

料 

（点） 

機械・器

具 

（点） 

標本 

（点） 

 

（冊） 

 電 子 ジ

ャ ー ナ

ル〔うち

外国書〕 

保育科 
４０，７３２ 

［４，３１９］ 

１２７ 

［１０］ ０ ２，３９４ 
  

計 
４０，７３２ 

［４，３１９］ 

１２７ 

［１０］ 
０ ２，３９４ 

  

 

図書館 
面積（㎡） 閲覧席数 収納可能冊数 

９３３ １３８ １８．７万冊 

体育館 
面積（㎡） 体育館以外のスポーツ施設の概要 

1,000(共用) 体育レッスン室 177 ㎡ 

 

（8）短期大学の情報の公表について 

 

①教育情報の公表について 

 事項 公表方法等 

1  
大学の教育研究上の目的に関すること 本学のホームページ等

（http://www.ktt.ac.jp/tijc/） 

2  教育研究上の基本組織に関すること 〃 

3  
教員組織、教員の数ならびに各教員が有す

る学位および業績に関すること 
〃 

4  

入学者に関する受け入れ方針および入学者

の数、収容定員および在学する学生の数、

卒業又は修了した者の数ならびに進学者数

および就職者数その他進学および就職等の

状況に関すること 

〃 

5  
授業科目、授業の方法および内容ならびに

年間の授業の計画に関すること 
〃 



 

つくば国際短期大学 

14 

 

6  
学修の成果に係る評価および卒業又は修了

の認定に当たっての基準に関すること 
〃 

7  
校地、校舎等の施設および設備その他の学

生の教育研究環境に関すること 
〃 

8  
授業料、入学料その他の大学が徴収する費

用に関すること 
〃 

9  
大学が行う学生の修学、進路選択および心

身の健康等に係る支援に関すること 
〃 

10  オープンキャンパス 〃 

 

②学校法人の財務情報の公開について 

事項 公開方法等 

財産目録、貸借対照表、収支計算書、事業報告書

および監査報告書 

本学のホームページ等

（http://www.ktt.ac.jp/tijc/） 

[注] 

 □上記①・②ともに、ウェブサイトで公表している場合は URL を記載する。 

 

（9）各学科・専攻課程ごとの学習成果について 

 １） 学習成果をどのように規定しているか 

保育科では、社会的ニーズに十分に応え得る保育者を養成するため、乳幼児の

保育・教育に関する専門知識や保育技能の修得に加え、建学の理念である白梅の

精神を身に付けた品位のある保育者、つまり忍耐・進取の気概、初志貫徹の精神

を持ち、子どもの心に寄り添え、保育理論と保育技能を身に付けた実践力のある

教養豊かな保育者になることを学習成果と規定している。白梅の精神については、

実習関係を始めとする授業や、軽井沢セミナー等の学園行事においても集中的に

採り上げるとともに、日常的なテーマとして学生・教職員の学習・教育指針とし

て定着させていく。 

 学習成果の評価方法は各教科毎にシラバスに明示してある。平成 24 年度までの

成績評価方法は４段階で、A/優(80～100 点)、B/良(70～79 点)、C/可(60～69 点)、

D/不可(59 点以下)であったが、成績評価の客観性をめざし、厳格・公平の原則に

ついての共通理解を得て、改革を推進した。GPA 導入を前提に平成 25 年度から、

Ｓ/優(90～100 点)、A/優(80～89 点)、B/良(70～79 点)、C/可(60～69 点)、D/不

可(59 点以下)の 5 段階にすることにした。今後は成績処理システムの完成を待っ

て、さらなる GPA 評価の活用に向けての全学体制の確立を図る。 

本学では、保育士資格と幼稚園教諭二種免許状を併せ持つ保育者を養成するた

め、保育に関する科目（保育実習等）を土台として幼稚園教諭養成科目を重層的

に組み立ててカリキュラムを編成し、保育士資格・幼稚園教諭二種免許状の両資

格を取得して卒業することを教育目的としている。 

 

２）どのように学習成果の向上・充実を図っているか 
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① 保育に必要な技術・技能を身につけた保育士を養成 

保育士資格と幼稚園教諭二種免許状の資格が取得できるカリキュラムを編成

している。 

本学では創設当初より、保育士資格および幼稚園教諭免許状の併有を原則とし

ている。認定子ども園など幼保一体化の現在の社会の動向にも適合している。両

資格は卒業に必要な科目の単位数および資格に必要な単位数を修得することによ

り取得できるもので、カリキュラムも両資格を同時取得が可能なように組まれて

いる。本学では、卒業と両資格の取得に必要な最低修得単位数は 96 単位となって

いる。 

幼児音楽Ⅱ・Ⅲ（ピアノ演奏指導）においては、学習カルテをもとに少人数で

授業を行っており、技術・技能に強い保育者を養成している。 

② 現場実習を多く配し、実践力のある保育者を育成 

附属幼稚園（１）、系列保育園（５）との連携を深めている。教員と園とは常に

連絡を取り合うとともに、現場に積極的に赴いて保育・教育に関する共通理解を得

ている。円滑な実習を行うことを目的として、手引きを作成した。現場から学ぶ機

会を設け、入学後早期から附属幼稚園での体験実習を通して保育者になるための意

識付けをし、モチベーションを高めている。 

また、「実習の手引き」の内容を見直し、より実習に役立つものとするとともに、

5 回の実習における実践を通した学びと振り返りを概観できるように構成の改善

を行っている。 

③学修時間の課題と到達目標を設定 

 教科に関する到達目標をシラバスに示し、学生は到達目標を認識・理解したう

えで、予習復習をし授業に向かう。 

また、ガイダンスや各教科担当者により、オリエンテーションとして詳細な説

明を行い、学修内容の理解と自主的な学びへの意欲が喚起できるようにしている。 

④学生による授業アンケート、研究授業の継続実施 

学生による授業評価アンケートを実施し、その結果を各教員が授業改善に生か

している。これは、本学のＦＤ活動の柱となっており、これを今後も改善・実施

し、研究授業（公開授業）と合わせて、授業改善のためのＰＤＣＡサイクルの中

心素材としている。 

(参考資料 授業全般についてのアンケート集計結果) 

⑤オフィスアワーの充実 

担任制度以外に、各教員がオフィスアワーとして自分の研究室で学生に対応で

きる時間を設けており、保育者になるための言葉遣いや身だしなみの指導および

友人関係や授業の質問などのキャンパスライフ全般の相談に応じている。 

⑥学習の伸びしろを測る全学的な試みへの取り組み 

各科目の伸びしろの測定については、各シラバスの成績評価の方法に基づき実

施するが、全学的な取り組みとして共通の学習課題を設けて実施し、その成果を

あげる全学的態勢を築く方法を構想し取り組んでいる。 

⑦「文章表現力講座」の実施 

これは、保育実習および教育実習における実習日誌記述の表現力を高めるとと
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もに、就職指導の一環としても計画され、ガイダンスの時間を利用して行ってい

る。 

⑧幼児の健康管理に係る専門性の向上 

日本赤十字主催の「赤十字幼児安全法支援員養成講座」を開催し、保育に携わる

者として必要な幼児の健康管理に関する理解を深められるようにしている。  

  

（10）オフキャンパス、遠隔教育、通信教育、その他の教育プログラム 

■ オフキャンパス(実施していれば記述する) 

  特記すべき事項なし 

 

■ 遠隔教育(実施していれば記述する)  

  特記すべき事項なし 

 

■ その他の教育プログラム(実施していれば記述する) 

  特記すべき事項なし 

 

（11）公的資金の適正管理の状況 

   平成 26 年度に研究費における不正防止のための整備を進め、「つくば国際短期

大学の不正使用防止に関する規則」、「つくば国際短期大学における研究費等の調

査に関する取扱い規定」を策定し、来年度施行となった。 

 

（12）理事会・評議員会の開催状況(平成 24 年度～平成 26 年度) 

平成 24 年度 

区
分 

開催日現在の状

況 
開催年月日 

開催時間 

出席者数等 

監事の出

席状況 
定員 現員(a) 

出席理事

数 

（b） 

実出席率

（b/a） 

意思表示 

出席者数 

理
事
会 

8 7 

平成 24 年 5 月 26 日 

7 100％ 0 1/2 10：00～11：50 

15：00～15：40 

8 7 
平成 24 年 10 月 27 日 

6 85.7％ 0 1/2 
13：00～13：40 

8 7 
平成 25 年 3 月 23 日 

7 100.0％ 0 1/2 
13：00～13：50 

8 7 
平成 25 年 3 月 30 日 

7 100％ 0 1/2 
13：00～14：50 

 



 

つくば国際短期大学 

17 

 

平成 25 年度 

理
事
会 

7 7 

平成 25 年 5 月 25 日 

6 85.7％ 0 2/2 10：00～ 12：00 

14：40～15：15 

7 7 
平成 26 年 2 月 15 日 

6 85.7％ 0 1/2 
13：00～15：25 

7 7 
平成 26 年 3 月 15 日 

7 100.0％ 0 1/2 
13：00～14：40 

7 7 
平成 26 年 3 月 29 日 

7 100.0％ 0 1/2 
13：00～15：10 

 

平成 26 年度        

理
事
会 

7 7 

平成 26 年 5 月 25 日 

5 71.4％ 0 1/2 10：00～11：30 

14：00～15：10 

7 7 
平成 26 年 10 月 4 日 

5 71.4％ 0 2/2 
13：00～13：45 

7 7 
平成 27 年 2 月 28 日 

6 85.7％ 0 1/2 
12：30～14：10 

7 7 
平成 27 年 3 月 28 日 

6 85.7％ 0 2/2 
12：30～13：50 

※寄付行為第 7 条第 2 項に、第 8 条第 1 項第 1 号同第 2 号の学長を兼ねる場合におい

ては、その人数を減ずるものとすることにより、現時点では理事は 7 人である。 

 

平成 24 年度 

区
分 

開催日現在の状

況 開催年月日 

開催時間 

出席者数等 
監事の出

席状況 
定員 現員(a) 

出席評議員数 

（b） 

実出席率

（b/a） 

意思表示 

出席者数 

評
議
員
会 

17 17 
平成 24 年 5 月 26 日 

13 76.5％ 0 1/2 
13：00～14：50 

17 17 
平成 24 年 10 月 27 日 

13 76.5％ 0 1/2 
11：00～11：50 

17 17 
平成 25 年 3 月 23 日 

16 94.1％ 0 1/2 
11：00～11：50 

17 17 
平成 25 年 3 月 30 日 

16 94.1％ 0 1/2 
10：00～11：30 
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平成 25 年度 

評
議
員
会 

16 15 
平成 24 年 5 月 25 日 

13 86.7％ 0 2/2 
13：00～14：20 

16 16 
平成 26 年 2 月 15 日 

15 93.75％ 0 1/2 
10：00～11：30 

16 16 
平成 26 年 3 月 15 日 

16 100％ 0 1/2 
10：00～11：55 

16 16 
平成 26 年 3 月 29 日 

16 100％ 0 1/2 
10：00～11：40 

平成 26 年度 

評
議
員
会 

16 16 
平成 26 年 5 月 25 日 

12 75.0％ 0 1/2 
12：30～13：45 

16 16 
平成 26 年 10 月 4 日 

14 87.5％ 0 2/2 
11：00～11：50 

16 16 
平成 27 年 2 月 28 日 

15 93.75％ 0 1/2 
10：30～12：15 

16 16 
平成 27 年 3 月 28 日 

15 93.75％ 0 1/2 
10：00～11：30 

※寄付行為第 22 条第 2 項により、評議員の人数は、第 20 条第 1 項第 1 号、同第 2 号、

同第 3 号の学長及び校長を兼ねる場合には、その人数を減ずるものとすることによ

り、現時点では評議員定数 16 人である。 

 

（13）その他 

■ 上記以外に、評価員が理解を深めるのに役立つ情報があれば記述する。 

 特になし 

 

２．自己点検・評価の組織と活動 

■ 自己点検・評価委員会(担当者・構成員) 

学長（委員長）、＊中山千章教授（学科長、教務部長）、＊南正信教授（学生部長）、 

＊原田早苗教授（図書館長）、椎名晃事務局長の５名 

他にオブザーバーとして＊佐藤高博専任講師（平成 26 年度ＡＬＯ）、沼田浩一総

務課長の２名で自己点検・評価委員会構成員は計７名である。他に必要に応じて

委員会以外の者の出席を求めることができる。 

なお、委員会の事務は総務課が執っている。 

＊印：作業部会構成員 

 

■ 自己点検・評価の組織図 
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■ 組織が機能していることの記述 

 

本学は平成 4 年度に「つくば国際短期大学自己点検・評価規定」を制定した。平

成17年度からは財団法人短期大学基準協会による第３者評価が開始されたのを機に

本学でも自己点検評価委員会を組織し、7 項目の評価領域を設定しスタートした。平

成 19 年度からは、評価領域および評価項目を短期大学基準協会の報告書のマニュア

ルに沿って自己点検・評価を実施した。平成 22 年度には第三者評価を受審するにあ

たって、千葉の植草短期大学と平成 20 年に相互評価を実施した。 

平成 22 年度には短期大学基準協会から認証評価を受け、適格と認定された。 

平成 22 年度の評価基準の改定に伴い、平成 23 年度からは｢自己点検・評価報告書｣

を新しい基準で作成した。なお、本学では｢自己点検・評価報告書｣は平成 17 年から

毎年作成し、各教員から意見を収集している。 

本学の自己点検・評価委員会は平成 26 年度には 4 回開催された。8 月に開かれた

作業部会において「自己点検・評価報告書」作成のスケジュールおよび執筆者を決

定した。 

 

■ 自己点検・評価報告書完成までの活動記録   

会議日 主 な 議 事 内 容 

平成２６年 

６月２５日 

作業部会 

１ ＰＤＣＡについて取り組むべき重点課題の検討 

２ ＧＰＡの活用法と学生への通知方法の検討 

理 事 長 

学  長 

理事会 

教授会 

自 己 点 検・評 価 委 員 会 

学長 ALO 学科長 教務部長 学生部長 図書館長 事務局長 総務課長 

他に出席を求められる者 

各教員 各事務職員 
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３ その他として、成績評価等について 

平成２６年 

８月１２日 

作業部会 

１ 自己点検評価・報告書の作成マニュアルについての報告 

２ 自己点検評価・報告書の編集の分担者、および作成日程の決定 

平成２６年 

９月１７日 

第一回自己点検・評価委員会 

１ 自己点検・評価報告書の編集分担者および作成日程等について学

長に報告 

２ 自己点検・評価報告書の修正箇所のチェックおよび裏付け資料等

の確認について 

平成２６年 

９月２４日 

作業部会 

１ 第三者評価で訪問短期大学の評価員報告 

２ 自己点検・評価報告書の記入について（修正箇所は赤字で、新情

報は青字で記入）の確認 

平成２６年 

９月２９日 

作業部会 

 自己点検・評価報告書の進み具合の確認と内容のチェック 

平成２６年 

１０月７日

～１０月２

９日 

作業部会 

 各執筆担当者の進み具合の確認と内容のチェックを７日間に渡って

集中的に実施。 

平成２６年 

１１月５日 

第二回自己点検評価委員会 

 自己点検・評価報告書を委員会に提出する。会議の中で自己点検評

価・報告書の文章を修正して、再度委員会で諮ることとなる。 

平成２６年 

１１月６日 

作業部会 

 自己点検・評価報告書についての検討事項および課題についての確

認すべき項目を挙げる。 

平成２６年 

１１月２０

日 

第三回自己点検評価委員会 

１ 自己点検・評価報告書を委員会にて諮る。 

２ 自己点検・評価報告書の内容・表記等の修正についての検討 

平成２7 年 

２月１８日 

第四回自己点検評価委員会 

１ 自己点検・評価報告書を委員会にて諮る。 

２ 自己点検・評価報告書の一部修正について。 

平成２7 年 

２月２７日 

作業部会 

 自己点検・評価報告書を最終チェックし、平成２６年度自己点検・

評価報告書を印刷に回すこととなる。 

（平成 26 年度 自己点検・評価委員会および作業部会記録） 
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３． 提出資料・備付資料一覧 

〈提出資料一覧〉 

記述の根拠となる資料等 
資料

番号 
資料名 

基準Ⅰ： 建学の精神と教育の効果 

A 建学の精神 

建学の精神・教育理念についての印

刷物 

１ 

２ 

 

 

４ 

学生便覧〔平成 26 年度〕 

大学案内パンフレット 2014 

(Tsukuba International Junior 

College 

College Guide 2014 ) 

ウェブサイト 

http://www.ktt.ac.jp/tijc/ 

B 教育の効果 

教育目的・目標についての印刷物 

１ 

２ 

 

 

4 

学生便覧〔平成 26 年度〕 

大学案内パンフレット 2014 

(Tsukuba International Junior 

College 

College Guide 2014) 

ウェブサイト 

http://www.ktt.ac.jp/tijc/ 

学生が獲得すべき学習成果について

の印刷物 

１ 

2 

学生便覧 

大学案内パンフレット 2014 

(Tsukuba International Junior 

College  

College Guide 2014) 

C 自己点検・評価 

自己点検・評価を実施するための規

定 
４ 自己点検評価規定 

基準Ⅱ：教育課程と学生支援 

Ａ 教育課程 

学位授与の方針に関する印刷物 １ 学生便覧[平成 26 年度] 

教育課程編成・実施の方針に関する

印刷物 
1 学生便覧[平成 26 年度] 

様式 5－提出資料・備付資料一覧 
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入学者受け入れ方針に関する印刷物 

1 

2 

学生便覧[平成 26 年度] 

大学案内パンフレット 2014 

(Tsukuba International Junior 

College 

College Guide 2014 ) 

カリキュラムに対応した授業科目担

当者一覧表 
１ 学生便覧[平成 26 年度] 

シラバス ５ シラバス[平成 26 年度] 

学生支援 

学生便覧など(学則を含む)、学習支

援のために配布している印刷物 
１ 学生便覧[平成 26 年度] 

短期大学案内(2 年分) 

２ 

 

 

３ 

大学案内パンフレット 2014 

(Tsukuba International Junior 

College 

College Guide 2014 ) 

 大学案内パンフレット 2013 

(Tsukuba International Junior 

College 

College Guide 2013 ) 

募集要項・入学願書(2 年分) ６ 
学生募集要項 平成 26 年度 

学生募集要項 平成 25 年度 

基準Ⅲ： 教育資源と財的資源 

Ｄ 財的資源 

「資金収支計算書の概要」[書式 1]、

｢活動区分資金収支計算書(学校法

人)｣[書式 2]、｢事業活動収支計算書

の概要｣[書式 3]、｢貸借対照表の概要

(学校法人)｣[書式 4]、｢財務状況調

べ｣[書式 5]、「資金収支計算書・消

費収支計算書の概要」[旧書式 1]およ

び「貸借対照表の概要(学校法人)」

[旧書式 2] 

 

資金収支計算書・消費収支計算書の概

要 

貸借対照表の概要 

財務状況調べ 

キャッシュフロー計算書 

資金収支計算書・資金収支内訳 

(過去 3年間) 

(平成 26 年度～平成 24 年度) 

 

資金収支計算書・消費収支計算書 

[平成 26 年度] 

資金収支計算書・消費収支計算書 

[平成 25 年度] 
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資金収支計算書・消費収支計算書 

[平成 25 年度] 

活動区分資金収支計算書（過去 1 年

間） 
  

事業活動収支計算書・事業活動収支

内訳表（過去 1 年間） 
  

貸借対照表(過去 3 年間) 

(平成 26 年度～平成 24 年度) 
 

貸借対照表[平成 26 年度] 

貸借対照表[平成 25 年度] 

貸借対照表[平成 24 年度] 

消費収支計算書・消費収支内訳表(過

去 2年間) 
  

中・長期の財務計画   

事業報告書 

■過去 1 年分(平成 26 年度) 
 事業報告書(平成 26 年度) 

事業計画書/予算書   

基準Ⅳ：リーダーシップとガバナンス 

Ａ 理事長のリーダーシップ 

寄附行為  
学校法人 つくば国際短期大学寄附行

為 

Ｂ 学長のリーダーシップ 

Ｃ ガバナンス 

 

〈備付資料一覧〉 

記述の根拠となる資料等 
資料

番号 
資料名 

基準Ⅰ： 建学の精神と教育の効果 

A 建学の精神 

創立記念、周年誌等 
 ぷらむリズム体操 ～さぁ体操しよう

～ 

B 教育の効果 

C 自己点検・評価 
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過去 3 年間(平成 26 年度～平成 24 年

度)に行なった自己点検評価に係る報

告書等 

 

自己点検評価報告書[平成 26 年度] 

自己点検評価報告書[平成 25 年度] 

自己点検評価報告書[平成 24 年度] 

第三者評価以外の外部評価についての

印刷物 
 

相互評価報告書（つくば国際短期大学 

植草短期大学） 

基準Ⅱ：教育課程と学生支援 

Ａ 教育課程 

単位認定の状況表  科目別単位認定状況表  

学習成果を表す量的・質的データに関

する印刷物 
 

ＧＰＡ 成績資料 

資格・免許等取得状況 

学生支援 

学生支援の満足度についての調査結果   

就職先からの卒業生に対する評価結果 
 

 

入学志願者に対する入学までの情報提

供のための印刷物 
  

入学手続き者に対する入学までの学習

支援のための印刷物等 
 入学前教育課題 

学生の履修指導(ガイダンス、オリエン

テーション)等に関する資料 
 オリエンテーション配布資料 

学生支援のための学生の個人情報を記

録する様式 
 

 

 

進路一覧表等の実績についての印刷物

等 

■ 過去 3 年間 

(平成 26 年度～平成 24 年度) 

  

ＧＰＡ等の成績分布  ＧＰＡ成績資料 

学生による授業評価およびその評価結

果 
 

学生による授業評価アンケート 

授業評価アンケート集計結果 

社会人受け入れについての印刷物等  募集要項（社会人入学試験） 

海外留学希望者に向けた印刷物等  該当なし 

ＦＤ活動の記録   



 

つくば国際短期大学 

25 

 

ＳＤ活動の記録   

基準Ⅲ： 教育資源と財的資源 

Ａ 人的資源 

専任教員の個人調書 

■ 教員個人調書(平成 26 年 5 月 1 日

現在で作成〔書式 1〕、および過去

5年間(平成26年度～平成22年度)

の教育研究業績書〔書式 2〕 

 

 

 

非常勤教員一覧表(書式 3)   

   

   

 

 

   

Ｂ 学長のリーダーシップ 

Ｃ ガバナンス 
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【基準Ⅰ 建学の精神と教育の効果】 

基準Ⅰの自己点検・評価の概要 

本学は建学の精神を「白梅」に託しその象徴とした。白梅は寒苦風雪に耐え、百花に先

駆けて花開くとともに馥郁たる香を漂わせながら、やがて立派な実を結ぶというその花も

実もある花実両全の姿を本学の教育の理想としている。 

建学の精神は本学の教育の原点であり、教育理念、教育目標、教育方針（三つのポリシ

ー）に結びついている。建学の精神・教育理念はいつの時代においても変わらないものと

して確認されている。教育目標については平成22年度に保育科のみの短期大学になったこ

とにより、「本学の目指す保育者像」を保育科の教育目的・目標として新しく掲げた。昨年

度（平成25年度）は教育方針である三つのポリシー（学位授与方針、教育課程編成・実施

の方針・入学者受け入れの方針）を定めた。 

この建学の精神・教育理念、教育目標、教育方針（三つのポリシー）は、本学ホーム

ページや学校案内、学生便覧、シラバスなどに明記してある。また、オープンキャン

パスやミュージック・フェスティバルなどの学校行事を通して学内外に示され、教職

員や学生間でも本学の教育指針として共有されている。 

さらに新入生に対しては入学前教育や毎年５月に実施される軽井沢セミナーにおい

て、建学の精神・教育理念・教育目標等の研修を実施し、理解の深化に努めている。 

自己点検・評価活動については、作業部会において、自己点検・評価の方針や計画

を具体的に審議・実行する体制を整えてきており、第二クールの自己点検・評価活動

は円滑に進行しつつある。 

 

［テーマ 基準Ⅰ-Ａ 建学の精神］ 

［区分 基準Ⅰ-Ａ-１ 建学の精神が確立している。］ 

(a) 現状 

本学の創設者である故高塚半衛初代学長は生物学者であり、建学の精神を「白梅」

の姿に託してその象徴とした。白梅は寒苦風雪に堪え、百花に先駆けて花を開き、馥

郁たる香を漂わせて、やがて立派な実を結ぶ。その花も実もある白梅の花実両全の姿

をもって本学教育の理想とした。 

建学の精神は教育の原点として教育理念に重なり、白梅のイメージから導き出され

る「忍耐」と「進取の気概」、「初志貫徹する意思の強さ」を表している。つまり、

いずこにあっても謙虚にして誠実、志高く凛とした態度をもち続ける人材を育成する

ことが本学固有の学風であり、その伝統は開学以来脈々と現在まで受け継がれている。 

また、科学の進展とともに現代の情報化・国際化時代に対応すべく、国際的な知識、

教養、感覚を身に付けた人材（国際性）、社会の一員としての自覚を高め、社会科学

に関する知識と教養を身に着けた人材（社会性）、社会の変化に対応できる人材（実

用性）の育成を重視した教育を推進し、国際化社会で保育者として活躍できる国際感

覚と広い視野を備えた人材の育成を目指している。 

建学の精神、教育理念は、入学式や学位授与式における学長訓示を始め、あらゆる

学校行事等の機会を通じて学内外に表明されている。 

例示すれば、本学の公式ホームページ（http://www.ktt.ac.jp/tijc/）、学校案内、

学生便覧等の学校印刷物、オリエンテーションの際の学科長や教務部長の説明、ミュ



 

つくば国際短期大学 

27 

 

ージック・フェスティバルでの建学の精神を表現した本学独自の演目（ぷらむリズム

体操）ならびに「白梅詩歌大賞」などである。 

特に入学後すぐに実施される１年生対象の軽井沢セミナーにおける建学の精神・理

念の理解を意図した研修会は、学生の気持ちが新鮮なこともあってより効果的である。

（軽井沢セミナーの栞参照） 

建学の精神、教育理念の定期的確認については、教職員は年度始めの教授会におけ

る学長挨拶や上記の資料作りなどの活動、自己点検・評価などの作業を通じて行って

いる。 

平成22年度からは保育科のみの短期大学になったこともあり、建学の精神は、「本

学の目指す保育者像」として保育に特化した内容となり、学校案内に明記するととも

に、主たる教室のホワイトボード脇に掲示し、毎時の意識付けに活用している。また、

エントランス壁には｢建学の精神｣の額を掲げ、学生および教職員の目に留るようにし、

明確化と周知徹底に努めている。 

 

学校行事としての｢白梅詩歌大賞｣の募集と表彰は、この白梅の精神と学生の感性と

の出会いを全学的なものにする試みのひとつとして、平成20年度に創設された。『白

梅詩歌大賞作品集』の出版が関心を呼び、毎年多数の応募（50～60篇）を数えるよう

になっている。（白梅詩歌大賞作品集） 

建学の精神・教育理念は自己点検・評価の主たるテーマとして教授会、自己点検・

評価委員会、科内会議、ＦＤ部会で年度ごとに定期的に確認している。なお、本学で

は、建学の精神と教育理念を一体のものとして掲げてきているが、前者の精神はいつ

の時代においても変わらないものとし、創設者の草案に敬意を表し、後者については

時代に相応した理念であるかどうか毎年本学の全教員参加の教授会、科内会議、ＦＤ

委員会、自己点検・評価委員会等で協議され、その後教授会などで各教員に共有され

ている。 

 

 (b)  課題 

建学の精神・理念は学生が大学で何を、何の目的・目標を持って、どのように学ん

で行くかという教育の礎石といえる。また教育目的・目標、学位授与の方針、教育課

程編成・実施の方針、入学者受け入れの方針の根本精神でもあるので、今以上に学生

に分かりやすく、勉学の指針となりえ、時代に即応した形で学内外に表明していくこ

とが必要である。 

受験生に対しては、広報活動としての媒体となる公式ホームページ、学校案内等の

記述について改善のための見直しが必要と考える。 

本学の目指す保育者像 

「忍耐、進取、初志貫徹」の建学の精神を培い、保育者を目指す 

一、白梅の精神を身につけた品位のある保育者 

一、子どもの心に寄り添える保育者 

一、保育理論と保育技能を身につけた実践力のある保育者 
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学生に対しては学生便覧、シラバス等の配布物の記述が適切かどうかを再確認して

いく必要がある。特に恒例の軽井沢セミナーの研修会で用いる軽井沢セミナーノート

は、学生による研修内容についてのまとめを十分に吟味、検討したうえで、さらなる

活用を行っていくことが必要である。 

また、建学の精神に基づく保育者像が学生一人ひとりの実践においても具現化でき

ることを目指し、現在、実習におけるねらいの内容を検討し、明確化を試みた結果、

一応のまとめを終え、来年度の実施準備に入っている。これらの内容の妥当性の評価

をどのようにおこなっていくかが、来年度の喫緊の課題である。（参考資料：「実習

の手引き」、「評価票」参照） 

 

テーマ 基準Ⅰ-Ａ  建学の精神の改善計画 

建学の精神・理念のさらなる周知および理解の深化・浸透のために、これまで行っ

てきた学年始めのオリエンテーション、軽井沢セミナーでの研修会の継続だけではな

く、学生に対し分かりやすい、具体的な説明方法に努める。また、昨年度（平成 25 年

度）から本格的に始めた入学予定者に対する入学前教育においても建学の精神・教育

理念の講話を継続し、早期から保育者を目指す意識の高揚に努める。 

保育・幼稚園実習指導の授業については、建学の精神の意義・教育の目標を再確認

させ、実習への心構えを養う。特に保育者像をもとにまとめた実習のねらいを実習指

導の指針とし、実習での成果と合わせ、内容の評価・検討を行い、指導の際の課題を

明確化する。 

学生の建学の精神への関心度を高めることを目的として毎年実施されている白梅詩

歌大賞については、投稿者数の減少が幾分見られるので、更なる応募拡大を図り、本

学学生としてのアイデンティティーの強化に努める。 

他に、建学の精神に対する理解・共有の程度を把握するため、引き続き授業アンケ

ートを実施し、課題を明確化すると同時に、他の方法等を検討していく。 

 

［テーマ 基準Ⅰ-Ｂ  教育の効果］ 

［区分 基準Ⅰ-Ｂ-１ 教育目的・目標が確立している。］ 

(a) 現状 

建学の精神である「白梅の精神」から導き出される教育理念は「忍耐」と「進取の

気概」、「初志貫徹する意思の強さ」の三つである。それとともに、科学の進展によ

る現代の情報化・国際化時代に対応すべく、国際的な知識、教養、感覚および社会科

学に関する知識と教養を身につけ、社会の一員としての自覚を高め、社会の変化に対

応できる人材の育成を重視し、国際社会で活躍できる広い視野をもった人材の育成、

つまり「国際性」「社会性」「実用性」の三つを教育目標の柱としている。 

また平成22年度より保育科のみの短期大学になったこともあり、教育目的の内容を

保育士養成校に相応しいように「本学の目指す保育者像」として保育に特化した内容

に変更した。 

これらの教育目的・目標は建学の精神に基づいたものであり、学則の第1章第1条に

次のように明確に示している。 
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「本学は教育基本法および学校教育法に従い、国際理解に必要な知識、教養を授け

るとともに、深く保育に関する専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的および応用

的、実践的能力を備え、社会の発展に貢献する人材を育成することを目的とする」。 

（平成26年度 学生便覧 つくば国際短期大学） 

 

また、シラバスには教育目標として次のように明記してある。 

本学は、建学の精神に則り、その理念の実践的具現化を通して、高等教育機関とし

ての短期大学にふさわしい人間的教養を昂揚し、もって社会に対する有為な人材の

育成とともに、学科における専門性のより高次な知識、技能、態度を培うことを教

育目標とする。 

 なお、保育科は、社会的ニーズに応え得る優秀な保育者を養成することを目的と

して設置したものである。そのため、乳幼児の保育・教育に関する専門知識を修得

し理解を深めさせるとともに、保育・教育に必要な技能を体得させ、さらに保育者

としての豊かな心を有する人間性の陶冶を図ることを目標とする。 

（平成26年度 シラバス つくば国際短期大学） 

 

シラバスには教育目標の他に、指導目標、教育・指導方針および教育・指導上の努

力点が記載され、つねに学生の目に留まるようにしてある。さらに、学生の使用度が

高い教室には「本学の目指す保育者像」の文言をフレームに張り、ホワイトボードの

脇に掲示することにより保育者を目指す心構えを常に喚起するように努めている。 

 なお、昭和49年から実施している１年生対象の軽井沢セミナーの目的は、「建学の

精神」である「白梅の精神」が象徴している花実両全の姿としての人間性、ならびに

教育目標である「本学の目指す保育者像」についての啓発・周知活動を主とする研修

会である。 

セミナーの内容は次のとおりである。 

① 建学の精神・教育理念の理解を研修で深め、体得させる場とする。 

② ｢本学の目指す保育者像｣の内容を認識し、目的とする保育者を目指す自覚を促す。 

③保育者を目指す学生間の友好を深め、教員とのコミュニケーションを円滑にする 

④ 保育科学生としての心構えを新たにし、忍耐、進取、初志貫徹の白梅の精神を理解

し卒業までの2年間を学業に専心する。 

 

保育科の教育目的・目標は「建学の精神」に基づいており、その内容はどのような

保育者を育成するかということにおいて、学則にある教育目的からも、シラバスの記

載してある教育目標からも保育科の学習成果を明確に示していると言える。また保育

科の教育目的・目標を学生に分かり易い形で具体的に説明した「本学の目指す保育者

像」は、保育の学びにおいて学生が何を獲得すべきかという学習成果を明確に表して

いる。 

保育科の教育目的・目標の表明は入学式・学位授与式等の学校行事における学長の

挨拶を始め、公式ホームページ、軽井沢セミナー、紫峰祭（本学の文化祭）、白梅の
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精神を詩歌にして顕し、投稿する「白梅詩歌大賞」の発表および詩集の刊行、ミュー

ジック・フェスティバル等を通して学内外に表明されている。(参考資料：学生便覧、

シラバス、学校案内、白梅詩歌大賞詩集) 

教育目的・目標の点検は科内会議や自己点検・評価委員会を通して定期的に実施し

ているが、特に年度末においては学生便覧やシラバス・自己点検・評価報告書等の内

容検証の際に、教育理念・目標等が学生に理解しやすいか、時代に対応しているかな

どについて点検・検討している。 

 

(b) 課題 

建学の精神に基づいた教育目的・目標の明確な表示や学内外への表明、および定期

的な点検については十分な取り組みがなされている。白梅詩歌大賞では優秀作品の投

稿学生を表彰するとともに、白梅詩歌大賞の作品をまとめた小冊子を毎年刊行してお

り、学生の主体的な建学の精神、教育目的・目標の理解を目指している。投稿作品は、

この大賞の目的を十分理解したと判断できる作品が、多く集まるようになっているが、

投稿数は漸減状態である。建学の精神の意識の高揚のためという目的を再確認し、投

稿者を増やすための工夫が必要である。 

「建学の精神」に基づく教育目的・目標および、指導目標でもある「本学の目指す

保育者像」を学生に理解させ意識づける方策の検討結果として、実習の手引きと評価

票のまとめを終えている。来年度からの実施に向け、内容の評価と精選のための準備

が必要である。また、「本学の目指す保育者像」の理念の理解を分析、可視化する目

的で実習終了ごとに自己評価アンケートを実施している。その結果の分析・検討を通

して、今後も引き続き建学の精神と教育目的・目標、学習成果の定期的点検に努める。 

軽井沢セミナーにおいては「教育目的・目標」「本学の目指す保育者像」について

感じたこと、理解したことなどを軽井沢セミナーノートとともに提出させ、クラス担

任による確認が行われている。しかし、「教育目的・目標」の理解度を評価するため

に、ノートの活用方法については検討中である。 

 

［区分 基準Ⅰ-Ｂ-２ 学習成果を定めている。］ 

(a) 現状 

学科の学習成果を建学の精神に基づき明確に示しているかという点については、次

のような学習成果を指導目標として明確に示している。 

指導目標は、保育科においては建学の精神である｢白梅の精神｣を身につけて保育者、

しかも保育現場の要請に十分に応える、次のような資質と能力を持つ保育者を養成す

ることとしている。 

 白梅の精神を身につけた品位のある保育者を養成する。 

 子どもの心に寄り添える保育者を養成する。 

 保育理論と保育技能を身につけた実践力のある保育者を養成する。 

 食育、医療の知識を身につけた子どもの健康に強い保育者を養成する。 

 

「本学の目指す保育者像」はこの指導目標に基づいて決定されたものである。よって

「本学の目指す保育者像」は学生の学習目標となり、獲得すべき学習成果ともなって
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いる。またこの指導目標である学習成果は本学の教育目標に基づき導き出されたもの

である。教育目標には、建学の精神に則りから始まり、保育科は社会的ニーズに十分

応える優秀な保育者、そして最後には保育者としての豊かな心を有する人間性の陶冶

を図ることを目標とする。と述べている。 

学習成果である｢本学の目指す保育者像｣には学生は建学の精神を身につけ、子ども

の心に寄り添い、保育理論・技能を身につけた実践力のある保育者を目指すと明確に

示している。 

学科の学習成果を量的・質的データとして測定する仕組みについては、次のように

測定している。授業を通して学生が獲得できる到達目標をシラバスに示して、それが

どの程度獲得できたかを成績評価として、査定している。具体的には学生の成績評価

は５段階方式で査定しており、それぞれの評価は次の通りである。 

S（秀）は90～100点、A（優）は80～89点、B（良）は70～79点、C（可）は60～69

点、D（不可）は59点以下の点数である。 

成績評価の方法としては講義、演習系の授業科目は定期試験、中間試験、レポート、

課題提出、発表、授業態度など観点別に各教員がデータ化し、100点満点中60点以上を

合格としての評価がされ、単位認定となる。実技系科目である幼児体育、幼児音楽、

図画工作系の科目は上記の評価方法に加え、実技による試験を行うことや制作物の提

出等が求められる。不合格者には再試験を行われるが、再試験による合格評価は点数

の如何にかかわらずすべて可（Ｃ）となる。(学生便覧) 

学外実習となる保育実習、教育実習においては、実習先からの成績評価、実習日誌、

実習の手引き、報告書、巡回指導訪問時における指導等を総合的に判断して成績評価

がなされる。なお、実習において評価が合格点に達しない場合は、学生の希望により

再実習となる。 

本学は保育士養成校であるので、卒業にあたって保育士資格と幼稚園教諭二種免許

状が2年間で同時に取得できるようにカリキュラムが編成されている。学習成果は学生

が獲得した卒業に必要な単位数だけではなく、保育士資格と幼稚園教諭二種免許状の

取得率、および専門性を生かしての就職率にあると認識している。 

保育士資格と幼稚園教諭免許についてはほぼ卒業生全員が取得している。就職率に

ついては、本年度は97％であった。ほとんどの学生が保育士資格か幼稚園教諭二種免

許状を活かして保育所、認定ことも園、幼稚園ならびに福祉施設に就職しており、一

般企業に就職したのは3名だけであった。資格を活かした専門職としての就職率は同じ

く97％であった。 

学科の学習成果の学内外の表明についてであるが、学内においては、履修科目の単

位修得・認定状況、資格取得状況、進路状況等を科内会議、ＦＤ委員会、教授会など

で報告され、話し合われているので各教職員に共有されている。学外へは、就職先、

就職率などこれらの状況を毎年「学校案内」や「自己点検・評価報告書」、「就職案

内」「オープンキャンパスのパンフレット」などで表明している。 

学生への成績の通知は年度初めに行い、クラス担任より、授業や学生生活のアドバ

イスとともに、ＧＰＡ記載のある成績票を学生に渡している。 

学習成果の定期的点検については、各教員が期末試験、課題の提出、授業態度等を

考慮し学生の成績評価の査定をする前後に、どのような観点でどのように査定をすべ
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きかについて教員同士また科内会議等での話し合いが行われている。シラバス作成時

においても、各教員が科目の到達目標や成績評価の基準の作成等について定期的に点

検をしている。また、翌年度の教育課程編成を科内会議において検討する際にも点検

および改善が行われている。複数の教員で担当している授業科目、例えば保育実習指

導、教育実習指導、幼児音楽Ⅱ、幼児音楽Ⅲの授業においては学習成果の査定が教員

によって同質になるように、授業内容および成績評価を共通の方法で行うために随時

会議を開催し、評価査定基準の確認を行っている。 

さらに学習成果である｢本学の目指す保育者像｣が授業においてどのように展開され

ているか、学習成果でもある成績評価においてどのように反映されているかなどを科

内会議や教務会議等で確認している。 

 

(b) 課題 

学習成果である｢本学の目指す保育者像｣は建学の精神に基づいて示している。その

目標達成に向けた授業構成と成績の評価について、特に複数の教員で担当する科目に

おいて査定は教員間差が生じないようにする必要がある。そこで各教科ごとに担当者

による確認会議が開かれているが、教科による評価基準について、他の教科と話し合

いがもたれておらず、成績評価の方法をどのようにすべきかを検討する必要があると

認識している。 

また単独で担当する授業の評価方法については、各担任に一任されているので、教

員間により成績分布に偏りが生じていることは否めない。バランスの取れた成績の評

価をどのようにすべきかをＦＤ委員会、科内会議、教務会議等で検討する必要がある。 

 

 

［区分 基準Ⅰ-Ｂ-３ 教育の質を保証している。］ 

(a) 現状 

教育の質を保証するため学校教育法、短期大学設置基準、教育職員免許法、児童福

祉法施行規則、養成施設指定運営基準、および学科の規則等を適宜確認し、法令順守

に努めている。また、シラバスの作成に当たっては専門教科の内容を厚生労働省が示

すシラバス案に依拠し編成している。 

また、同じ教科を担当する教員同士は、授業内容および成績評価に差が生じないよ

うに協議を行ったうえでシラバスの作成にあたっている。特に、保育実習指導や教育

実習指導の授業の進め方については、毎週会議を開き授業の内容や進め方、学生への

課題など詳細にわたり話し合い、全教員が同じ内容で授業を進められるようにしてい

る。 

 

保育科としての学習成果の査定（アセスメント）については教授会や科内会議、自

己点検評価委員会等で協議を重ね、対策の検討に努めている。平成25年度から、教育・

保育実習における文章・表現力を高めるために「文章表現」の課外講座を実施してい

る。また、「本学の目指す保育者像」を学生がどれほど身に付けたかを把握するため

に、保育実習Ⅰ(施設)の自己評価アンケートによる学生実態調査を行った（参考資料：

「『本学の目指す保育者像』の学習成果について－学生の自己評価質問用紙調査より
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－」つくば国際短期大学紀要第41輯）。 

各教員はシラバスに教科の到達目標や成績の評価方法を載せ、学習成果の査定を行

っており、その結果に基づき指導方法を検討している。 

保育科としての教育の向上・充実のためのＰＤＣＡサイクルは、建学の精神に基づ

いて作成された「本学の目指す保育者像」の達成状況を把握するためのＰＤＣＡ（学

習成果）サイクルを有している。 

内容的には、保育者にふさわしい身だしなみや礼儀作法などのマナーを身につける

ことや、授業や実習を通して保育理論や保育技能を修得し保育者としての実践力を養

うなどである。 

なお、学習成果と授業改善のＰＤＣＡサイクルは次のとおりである。 

 

学習成果のＰＤＣＡサイクル 

目標： 「本学の目指す保育者像」に基づいた質の向上に努める。 

Plan (計画) 

 建学の精神、教育目的・目標、本学の目指す保育者像の学生への周知

プラン作成。（入学前教育、新入生オリエンテーション、軽井沢セミナ

ー、白梅詩歌大賞等を活用） 

 各科目の成績評価の査定について。特に学外実習や就職と密接な関係

のある幼児音楽Ⅱ、幼児音楽Ⅲの評価、および保育の総合的評価であ

る保育実習、教育実習の評価の査定について。 

 資格取得率(保育士資格、幼稚園教諭二種免許状) 

 就職率(資格を活かした専門職の就職率) 

Do (実行) 

 オリエンテーションや軽井沢セミナーにおいて上記計画について学生

へ周知し、内容の理解・浸透度を図るとともに、保育の学習成果を高

めるため通常の授業や実習の評価のほかに、文章表現講座や公務員講

座を実行に移し、学生の評価を収集・分析する。 

 各科目をシラバスに添って授業を実施 

 保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲおよび教育実習を実施 

 就職活動（教職員が保育所や幼稚園等を訪問し、学生の就職を依頼） 

Check 

(検証) 

 通常の授業や実習における成績評価および、実習先からの評価や実習

日誌等を査定、分析し課題を見いだす。 

 保育資格および幼稚園教諭二種免許状の取得率を検証 

 就職率、および専門就職率を検証 

Act (改善) 

 各科目の授業や評価方法の課題を検証し、改善策を図る。 

 学外実習(保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲおよび教育実習)検証し、改善策を図る。 

 就職率、および専門就職率を検証し、改善策を図る。 

 改善策を次の Plan に乗せ、PDCA サイクルを回し、スパイラルアップ

を図る。 

 

授業改善のＰＤＣＡサイクル 

目標： 本学学生にとって効率的で関心を高める授業に努める。 
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Plan (計画) 

 ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッションポ

リシーの三つの方針を確認しながら、シラバスの点検や学生によ

る授業評価アンケートを通して授業改善を図る。 

 科目ごとの授業改善は学生の授業評価のアンケート結果、シラバ

ス、成績評価の検証結果を考慮し、授業計画を立てる。 

Do (実行) 

 シラバスに沿って授業を行い、学生による授業評価アンケートを

実施し、収集・分析を行う。 

 教員による研究授業(参観授業)を行う。 

Check(検証) 

 学生による授業評価アンケートを実施し、その結果を教員にフィ

ードバックする。 

 研究授業（参観授業）の他の教員からのアンケート結果や意見等

を検討し、授業の振り返りを行う。 

Act(改善) 
Check（検証）で見出した課題に取り組む方法を検討し、その対策を次

のPlanに乗せPDCAサイクルを回し、スパイラルアップを図る。 

 

(b) 課題 

 保育科の短期大学として、２年間で保育士資格と幼稚園教諭二種免許状を取得し、

さらに教育の質を保証するには関連法令との整合性を常に検証していかなければなら

ない。  

 また教育の向上・充実のために学習成果の設定とそれを測定する仕組みである学習

成果、学位授与、授業改善、教育課程の編成・実施の方針、入学者受け入れの方針の

５つのＰＤＣＡサイクルを構築し、スパイラルアップを図ることが重要である。それ

には各ＰＤＣＡサイクルの点検を定期的に行うことが重要である。 

また、各教員は学生の授業への取り組み、成績状況を把握し、学生にフィードバッ

クしながら、学習意欲の向上を図っており、授業改善にも取り組んでいるが、全教員

がＰＤＣＡサイクルの活用程度や方法は、各科目の特性もあることから必ずしも同質

ではない。そこでＰＤＣＡサイクルを用いながら、授業改善、教育の向上・充実に取

り組んで行くために各担当者間で情報を交換し検討していく必要がある。 

 

 テーマ 基準Ⅰ-Ｂ 教育の効果の改善計画 

 「ＰＤＣＡサイクルによる学習成果のアセスメント」を用いて学習成果の達成度(本

学の目指す保育者像)についての評価方法を保育科全体で実施しようと努めている。 

科内会議において、教育の効果を高めるための方法、学習成果を高めるための方法等

を、見直しをも含め審議し、検討・改善に努める。 

 成績評価は昨年度（平成 25 年度）より、１・2 年生とも秀・優・良・可・不可の 5

段階評価になり、ＧＰＡ方式も取り入れ、優秀学生の表彰や就職用推薦書を書く時の

基準に活用されているが、今後さらなる教育効果と学習成果向上のための方略の客観

的資料としてＧＰＡの有効な活用方法を検討しているところである。 
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［テーマ 基準Ⅰ-Ｃ 自己点検・評価］ 

［区分 基準Ⅰ-Ｃ-１ 自己点検・評価活動等の実施体制が確立し、向上・充実に向

けて努力している。］ 

(a) 現状 

本学は、平成８年度から「つくば国際短期大学自己点検・評価規程」に則り、教育

活動を中心とした自己点検・評価活動を行ってきている。自己点検評価の組織として

は、自己点検評価委員会があり、学長を始めとし教務部長、学生部長、保育科長、図

書館長、局長、総務課長の7名で構成されている。 

 平成17年度からは、自己点検・評価委員会を設置して、認証機関である短期大学基

準協会の定める「短期大学評価基準」に従って、自己点検・評価活動を実施し、その

結果を報告書としてまとめ、関係機関に配付している。 

 平成20年度には、植草学園短期大学との相互評価を実施し、直接的に意見交換を行

った。 

平成22年度には、短期大学基準協会認証評価を受け、「適格」と認定された。 

 平成24年度から「短期大学基準協会」の評価領域が再編成されるのに伴い、平成23

年度は「つくば国際短期大学自己点検・評価規程」や自己点検・評価委員会の見直し

を行った。 

 平成25年度は、三つのポリシー（ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、ア

ドミッションポリシー）を策定し、学校案内やインターネット等で公表した。 

日常的な自己点検・評価については、教員は毎月行われる科内会議、教務・学生会

議、教授会、および不定期開催ではあるが自己点検・評価委員会やＦＤ委員会におい

て自己点検・評価についての審議が行われている。また前期末と学年末には授業評価

アンケートを行い、学生からの授業評価を受けている。学年末にはシラバス作成や学

生便覧の確認などがあり、年間を通して自己点検評価を行っているといえる。 

自己点検評価報告書の作成に当たっては、全教職員が分担して取り組んでいるとい

える。全教職員が年度始めに策定した分掌ごとの行動計画について、年度末にその経

過、結果ならびに課題を報告書として提出する。それを自己点検・評価報告書の基礎

資料として用い、他のデータとともに、自己点検・評価委員会の教職員が分担執筆し、

毎年自己点検・評価報告書を作成し、公表している。 

全教員がその作成について直接・間接的に関与しているので、自己点検・評価活動

の意義を正しく把握するだけでなく、自己点検・評価報告書作成の活動を通して、建

学の精神に基づく教育目的・目標、学習成果、教育の質の保証等を点検・検証が可能

であり、PDCAサイクルに基づく教育改善の方向性を得ることができている。またこれ

らの作業を通して各教員が授業の運営や成績評価の方法、実習巡回指導訪問、シラバ

スの作成等、あらゆる学校業務や授業の改善等に自己点検・評価の成果は活用するこ

とが可能となっている。 

このように自己点検・評価報告書を活用することは、本学の現状や課題を明らかに

することでもあり、今後の課題に対する改善の示唆を得ることにもつながることと認

識している。 
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(b) 課題 

短期大学基準協会の認証評価で前回(平成22年度)課題として指摘されたのは「国際

性」の具体的な取り組みおよび防災マニュアルに沿った防災訓練の早急な実施であっ

た。防災訓練については達成できたが、「国際性」については、「保育者に求められ

る国際性」ということを考慮した上で今後も検討を重ねることにした。  

本学がおかれている土浦市の近隣のつくば市の保育所や幼稚園等においては多くの

外国人子女が在園していることから、国際性の理解を深めることを目的とし、教養科

目において「国際関係論」「比較文化論」「英語コミュニケーション」の３教科を設

けている。「英語コミュニケーション」の授業においては、保育の現場で使える英語

によるコミュニケーションを考慮し、簡単な日常会話、外国の絵本の読み聞かせ、英

語の歌などを積極的に授業にとり入れている。また、相談支援や保育実践演習におい

て、子どもの保護者支援の観点から外国人保護者の日本語の習熟度に配慮した説明の

仕方について扱い、理解を深めている。 

全教職員関与により「自己点検・評価報告書」は毎年作成しており、すべての教職

員に配付されている。その有用性はよく認識されており、授業運営等に活用されてい

る。自己点検・評価活動を通しての課題は各教職員が自分の職務に対して主体的に、

積極的にＰＤＣＡサイクルを用いながら自己点検・評価を実施することであり、それ

には、更なる意識改革が求められる。 

 

 テーマ 基準Ⅰ-Ｃ 自己点検・評価の改善計画 

 自己点検・評価報告書の作成にあたっては、全教職員が関わり毎年発行しているが、

自己点検・評価報告書の執筆については担当の教職員が担当しているため、作成時期

が遅れ、内容は年々深化するが、一方で特定の内容についてのみの検討となりかねな

い要素を含む。 

改善計画としては、①基礎資料の検討と分析を十分に行い、新しい観点を取り入れ

ること、②自己点検評価の作業部会の開催を多くし、記述された内容の適切性・整合

性について十分に審議を重ねていくことが挙げられ、今後の課題である。 

 

 基準Ⅰ 建学の精神と教育の効果の行動計画 

次の第三者評価を受けるにあたって、建学の精神と教育の行動計画において建学の

精神の理念の解釈を始めとし、三つの方針、教育目的・目標、本学の目指す保育者像、

学習成果について現状分析を進め、ＦＤ委員会や自己点検・評価委員会において確認・

検証をする。 

 教育の効果に対する行動計画としては、シラバスに記載されている到達目標の具体

性の確認、成績評価の基準等を各科目の担当者が再確認し、他の科目との情報交換を

行った上で、共通理解のもと、ＰＤＣＡサイクルを用いた担当科目の授業を検証でき

るようにする。 

 卒業生評価として、毎年卒業生の就職先を訪問し、卒業生の様子や本学への要望等

を聴取した報告書を、学習成果の確認や就職対策に役立つように整理し、閲覧できる

ようにする。 
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◇ 基準Ⅰについての特記事項 

（1）以上の基準以外に建学の精神と教育の効果について努力している事項。 

建学の精神である「白梅の精神」については入学前教育から始まり、入学式におけ

る学長告示、入学後の最初のオリエンテーションにおける学科長からの訓話等、折に

触れ説明と意識づけが行われている。また建学の精神から導き出された「本学の目指

す保育者像」は保育者を目指す学生の指標としての標語であり、学生の目に常に留ま

るように主要な教室に掲示している。 

毎年実施されている２泊３日の軽井沢セミナーにおいては、セミナーノートを用意

し、学生に建学の精神、理念、本学の目指す保育者像を記述させ、セミナー後に提出

させ、学生の本学における勉学の目的・目標等を確認している。また軽井沢セミナー

で学んだことという題で、学生に感想文の提出を義務付け、建学の精神の周知を図っ

ている。この感想文に対して担任の教員が評価し、指導改善に繋がる示唆を得る材料

としている。このセミナーには半数以上の教員が毎年参加し、学生に保育者を目指す

意思の高揚を図ることで、教員も同じく建学の精神、理念、教育目的・目標を心に刻

み、学生への浸透の様子を確認する機会となっている。 

 

（2）特別の事由や事情があり、以上の基準の求めることが実現（達成）できない事

項。 

特になし。 
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基準Ⅱ教育課程と学生支援 

基準Ⅱの自己点検・評価の概要 

（１）教育課程 

１）教育課程について 

本学の建学の精神・教育理念に基づき、卒業認定・学位授与の方針、入学者受入

方針と一貫性を持たせて、教育課程の編成・実施の方針を定めている。 

平成 25 年度に、三つの方針（ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アド

ミッションポリシー）を自己点検・評価委員会でまとめた後、教授会で承認を受け、

内外に広く公開した。（参考資料：三つの方針 参照） 

２）教授方法について 

毎年後期に、教員２名の公開授業を行って他教員の授業を参観する機会を設けて

いる。これは他教員の講義を聴講することで各自の教授方法の参考とし、各自の授

業改善に役立てようとすることを主目的としている。また、学生の授業評価は毎年

度実施し、科内会議やＦＤ部会で公表され、授業方法や学生指導について議論され、

前期後期ごとに共通理解に努めている。 

学習成果や到達目標はシラバスに明示され、学習活動の指針として定着するよう、

さらに改良を重ねることにしている。卒業ならびに資格取得に必要な履修方法につ

いて、十分に理解し、授業に臨めるように、履修科目の全体図や２年間の実習履修

スケジュール等の挿入も検討した。（参考資料：三つの方針 参照） 

 

（２）学生支援 

１）毎月 1 回開催される科内会議において学生の出席状況や学習状況等についての

情報交換を行い、欠席回数が 2 回以上のものにはクラス担任を通じて注意を促して

いる。さらに欠席が 4 回もしくは 5 回に達した時点で再度本人および保護者と連絡

をとって、状況説明をし、保護者の協力も得ながら、単位修得が可能になるように、

指導を強化するなどきめ細かい指導態勢をとっている。 

２）全ての教員は昼休み時間とその他の時間について週に2回のオフィスアワーを設

けて学習、進路および生活全般について相談できる体制を整えている。加えて、定

められたオフィスアワー以外にも自由に教育研究室を訪問して相談できることにな

っている。こうした取り組みにより教員と学生とのコミュニケーションは極めて良

好である。特に２年生の就職活動において、「忍耐と進取の気概」と「初志貫徹す

る意志の強さ」を持つといった本学の建学の精神が徹底指導され、その結果は高い

就職率につながっている。 

３）実習指導の一環として、１年生は９月に実施される教育実習の前に実習への不

安感を減らし、幼稚園の現場を知り、実習への意欲喚起とより明確な目的意識を持

って実習に臨めるようにとの意図から附属幼稚園において体験実習を行い、実習へ

のモチベーションを高めている。そのため、附属幼稚園との協力指導態勢をとって

いる。 

本学では授業のみならずあらゆる機会を通じてより良い学習環境の構築に向けて

情報交換、指導がなされており、その結果は概ね良好に経過していると判断される。 

様式７－基準Ⅱ 
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以下の事項については、保育実習・教育実習先からの指摘ならびに本学教員の情

報交換の中で共通認識されている問題であり、解決に向けた取り組みを行ってきた。 

①学習した幼児教育に関わる知識、技術、技能の定着が必ずしも十分とは言えず、

保育園、施設、ならびに幼稚園における実習で力を発揮できない学生が見受けら

れた。保育実習指導もしくは教育実習指導において、具体的事例を挙げながら知

識や技能の横断的応用力を発揮できるよう問題解決に向けた柔軟な思考を指導す

る等、事前指導の徹底と充実を図った。 

 

②実習日誌や指導案の記述の際、文章表現能力が低い学生がみられたため、平成 25

年度から文章表現講座を開講し、過去の実習日誌に記載された文章を挙げて専門

用語の漢字表記ならびに使用方法等について理解と習熟を図った。次年度以降も

継続実施する。 

また、保育実習指導においては、昨年度の保育実習（保育所ならびに施設）におけ

る学生の習熟内容を検討した結果、二つの問題点が明らかとなったために、その改善

のために、教材の作成を行った。 

その一つ目は、実習日誌の記載習熟のための「プラムドリル」である。これは、昨

年度の学生の日誌を検討した結果、記載された内容が出来事の列挙のみに終始するこ

とが多いことと、十日間の実習における実践経験を継続して捉えた考察に困難さを示

しているという傾向がうかがえたためである。そこで、日誌記載に必要な内容を加え

た「プラムドリル」を新たに教材として作成し、書き写し課題として実習指導のホー

ムワークとして課した。これは、書き写しを通して学生が考察までの流れを体得する

ことを意図したものであり、保育所実習期間と同じ 10 日分のドリルとした。 

二つ目は、保育専門用語の読み書きテストと、そのあとの自己採点による覚え間違

いの確認指導である。これは、日誌から「間違って漢字の読み書きを覚えてしまって

いる」ことと、実習に必須の保育専門用語を各授業で学んでいても、まとめて把握す

ることがなかったために日誌の記載では用語の使用が難しいという分析結果があった

ことによる。そこで保育の専門用語を 100 語選択してテストとして作成し、実習指導

の授業の始めに毎回、漢字の読み書きテストと用語内容解説を組み合わせて実施した

ものである。また、テスト実施後は、自分自身で採点し、得点も付けた状態で指導の

教員に提出し、添削を受けるという形式にし、覚え間違いに自分で気づきやすいよう

に工夫した教材である。 

これらの教材ならびに課題の今後の実施については、今年度の学生の日誌の分析結

果を反映させ、改善を加えた上で継続する。 

 

③系列保育園(５園)および附属幼稚園を有する本学の特質を活かし、保育園ならび

に幼稚園との連携を緊密にしている。保育実習指導ならびに教育実習指導におい

て、系列保育園または附属幼稚園の教職員を招き、より充実した実習を行うため

の心構えや留意事項等に関する講話を実施した。 

 

④実践力の強化を目的とする講座を新設する検討を重ね、日本赤十字社による「幼

児安全法支援員養成講習」を実施することとした。本講座は、夏休み中に集中講義
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で実施した。 

 

４）進路支援については学生部を中心に２年生のクラス担任およびその他の教員全

員で指導を行った。 

①学生部を中心に２年生のクラス担任および事務局就職支援担当職員が求人訪問

を行った。 

②全教職員が履歴書や出願に係る書類の書き方の指導や面接練習など学生の求め

に応じて個別に指導した。 

③希望者対象の公務員受験講座を４月より週1～２日程度授業終了時または昼休

み等の時間を利用して開講し、公務員試験合格を目標に指導を行った。 

④学生生活において特に援助を必要とする学生については、資格を有する教員が

カウンセリングを実施した。 

 

教育課程に関して改善が求められている点は、成績評価を客観的に行うための担

当者間の情報交換を踏まえての基準の検討、保育科が取り組むべき研究課題を設定

した学内共同研究の取り組みの活性化ならびに指導内容の専門性向上のための教員

の個人研究の活性化である。また、学生便覧に掲載されている履修表をより学生に

わかりやすいものにするための効果的な説明方法についてもさらなる検討と改善を

進めて行く必要がある。 

学生支援に関連しては、シラバス活用などの点に関連して、授業評価アンケート

や公開授業に関連した報告書をもとにした実態把握が必要である。 

 特に学生の多様化への対応として習熟度別指導の拡大、実習日誌の記載能力の強

化に対する取り組み（例：文章表現講座や保育実習におけるプラムドリル）の評価

と改善が課題としてあげられる。学生生活支援の一環として「オフィスアワー・メ

ンタルヘルスケア・健康管理」の機能のさらなる充実を図ることも課題として挙げ

られる。 
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「テーマ 基準Ⅱ－Ａ 教育課程」 

基準Ⅱ-Ａ-1 学位授与の方針を明確に示している。 

（a）現状 

本学は、建学の精神ならびに教育の理念を「白梅の精神」として表し、教育活動

を実践している。進取忍耐の気概と初志貫徹の意志を表示しており、この建学の精

神に基づいて社会性、実用性、および国際性を併せ持つ保育者の養成を行なってい

る。 

建学の精神や教育理念を適切に解釈し、教育目的や教育目標を達成し卒業に必要

な単位を修得した者に短期大学士の学位を授与することを学則第25条第２項に明記

している。卒業の要件は学則第24条に、そのための教育課程および履修方法等につ

いては第５章19条から23条に詳細に示している。また、学則に基づき平成18年度に

学位規程を制定し、つくば国際短期大学において授与する学位について必要な事項

を定め、学則と学位規程を学生便覧に記載し、学生に周知させている。 

 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）は、平成 25 年度に次のように定めた。 

 

 

 

 

 

 

 

学位授与の方針は、ホームページや学校案内、学生便覧等を通じて明示している。 

（参考資料：ホームページ、学校案内、学生便覧） 

学位授与の方針の定期的な点検については、自己点検・評価の報告書を毎年作成

する過程で、委員会を通じて行っている。 

 

 (b)課題 

① 保育士資格取得に係る必修科目と選択科目および幼稚園教諭二種免許状取得に

係る必修科目と選択科目、および卒業に必要な単位数との相互関係が法規に沿っ

て記述されていることから、学生の理解と主体的な単位取得を可能とするために、

効果的な説明方法の検討が課題である。 

（参考資料：「履修科目一覧表」等） 

② 受講科目の教授内容が学生にとって理解しやすいものとなるようシラバスの表

記方法等について毎年検討を重ね、ガイダンスや授業のオリエンテーションを通

して、周知を図れるようにする。（参考資料：三つの方針 参照） 

 

基準Ⅱ―Ａ－２ 教育課程編成・実施の方針を明確に示している。 

（a）現状 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）についても、三つの方針の核

として、平成25年度に次のような方針をまとめた。 

本学は、建学の精神から導き出される忍耐と進取の気概と初志貫徹の精

神の涵養を基本的教育理念とし、子どもの心に寄り添い、社会のニーズ

に応えられる、実践力のある保育者の育成を目指している。学則に規定

する卒業に必要な授業科目を修得し、所定の期間在学して、保育者とし

ての教養と知識・技能を獲得した者には、短期大学士（保育学）を授与

する。 
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教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

この教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）は、上述した学位授与の方

針（ディプロマポリシー）に対応する教育課程を編成し実施していくことを示してい

る。その具体的内容は次の通りである。 

① 保育の専門的知識・技能を有している。 

② 保育者として子どもの最善の利益を優先し、他者と良好なコミュニケーションが

とれる。 

③ 国際化、情報化が進んだ現代の社会の一員として、保育に関する課題探求能力と

問題解決能力、および社会のニーズに応えられる使命感を有している。 

の３点があげられており、それぞれについて教養科目および専門科目で教育を行って

いる。 

 

学科・専攻課程の教育課程は、以下のように体系的に編成している。 

① 学習成果に対応した、分かりやすい授業科目を編成している。 

② 成績評価は教育の質保証に向けて厳格に適用しているところであるが、今後、Ｇ

ＰＡ等を利用した客観的な成績評価の導入方法の検討を行っていく 

③ 平成26年度のシラバスにおいて、達成目標や到達目標等が明示されている。 

（参考資料・平成26年度シラバス作成要領および平成26年度シラバス参照） 

 

学科・専攻課程の教育課程は、教員の資格・業績を基にした教員配置となるよう以

下のように対応している。 

① 各教科の担当教員は、学歴や業績等をもとに適切に配分されているが、それぞれ

の担当科目に対応する業績をさらに積み上げる努力をするよう、教授会および科

内会議等で促している。 

② 個別研究および共同研究を促進するため、研究費、および学術総会ならびに研修

会等の参加費と旅費が支給されている。 

③ 本学は平成22年度より保育科のみの単科短期大学になったのを機会に、これまで

学内における研究発表の場であった「研究紀要」をより充実させることを目的と

して投稿規定を保育と関連づけたものに改めている。 

つくば国際短期大学では、２年間で保育士資格と幼稚園教諭二種免許状を取得

し、短期大学士としてふさわしい教養と専門知識、保育者としての実践力を身

に付けることができるようにするため、次の方針でカリキュラムを編成・実施

する。 

1. 高い倫理観を備え、科学的視点からの判断能力を有し、適切なコミュニ  

ケーション能力を有する社会人・保育者を涵養することを目的とする。 

2. 乳幼児の身体的、精神的、社会的特性を理解することを目的とする。 

3. 保育ならびに幼児教育に関する基礎的理論、および実用的知識・技能の

習得を目的とする。 

（参考資料・三つの方針 参照） 
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④ 各教員の学歴および研究実績をもとに、保育士または幼稚園教諭二種免許状の資

格取得に係るカリキュラムの適正配置を心がけている。 

 

学科・専攻課程の教育課程の見直しについては、定期的に行っている。 

① 保育実習指導・教育実習指導において、これまで学生50人につき１人の教員で指

導していたが,これを学生25人につき教員１人での指導にするなど、指導の強化

を図ることを目的として見直しを実施している。 

② 保育実習および教育実習において、教授内容の均一化を図るために、週に一度、

担当教員全員の打ち合わせを行っている。 

 

(b)課題 

①保育実習および教育実習において実習を中止せざるをえない学生が少人数ではあ

るが出ている。続けられなくなった状況を分析し、再実習によって保育士および幼

稚園教諭二種免許状の取得が達成できるようにするために指導内容等の検討と改

善が早急に必要である。 

 

基準Ⅱ―Ａ－３ 入学者受け入れの方針を明確に示している。 

（a）現状 

新年度入学生募集案内において、入学者受け入れ方針を明記している。 

本学の入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）は、次の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらは、本学のめざす保育者像（学習成果）に対応している。 

本学の入学者受け入れ方針は、保育者（保育士、幼稚園教諭）を目指す意志と意

欲を持つ人、本学保育科への入学を強く希望する人、子どもが好きで思いやりのあ

る人、保育技術（音楽、造形、運動、絵本など）のいずれかで適性が認められる人

であり、これらは、保育者としてのもっとも重要な資質のひとつである豊かな精神

性と子育ておよび幼児教育で求められる基本的技能および意欲を要求するものであ

る。本学保育科の学習成果も同様であり、入学者受け入れの方針と対応している。 

 

上記で述べたように、本学は保育者を養成することを目的とし、保育者としての

精神的素養ならびに意欲を重視している。これらはＡＯ入試においては高校訪問や

オープンキャンパスにおける事前説明および入試当日の面談において明確に提示し、

入学希望者には出願書類の一つとしてアドミッションポリシーの理解を確認する小

保育者（保育士、幼稚園教諭）を目指す意思と意欲を持ち、本学保育科

への入学を強く希望する人で、次のいずれかの資質を持っている人を求

めます。 

1. 子どもが好きな人、思いやりのある人、元気がある人。 

2. 保育技術（音楽、造形、運動、絵本など）のいずれかで適性が認

められる人。 

3. 一定以上の学力がある人。 

（平成 26 年度 学校案内より） 
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論文を課し、面談の資料としている。推薦入試においても同様である。さらに、一

般入試、同窓生子女入試、および特別入学試験の一つである社会人入試においても

同様の趣旨を受験生に対して周知させるよう努めている。 

入学前の学習成果の例として、高校時代に保育・子ども会関係のボランティア経

験がある、保育士になりたいという強い意志がある、保育技術を学び関連する資格

を主としている、ピアノや絵が得意、専門科目を学ぶのに必要な学力を持っている、

等々が考えられるが、これらは本学の入学者受け入れ方針に基づいて把握、評価さ

れている。 

本学における入学者選抜において最も重視するのは、保育者としての素養である。

従って、推薦、一般、ＡＯ入試等において、面談、面接、小論文、および内申書等

を用いて入学者受け入れの方針と合致するか否かを厳正に判定し、合格者選抜の基

準としている。これら入学者選抜の方法は、入学者受け入れの方針に対応している。 

 

(b)課題 

（１）これまで、学生募集案内で入学者受け入れ方針を明示していたが、平成25年度

から、ホームページやオープンキャンパス等あらゆる機会を通じて広く通知してい

る。他の二方針（ディプロマポリシーおよびカリキュラムポリシー）との関連や公

表の方法について、常に検証・改善に努めている。 

（２）学位授与の方針との関連を確認する。 

本学は保育者の養成を主目的とし、入学者受け入れ方針および教育課程編成の方

針からも明らかであり、卒業生はすべて保育士資格および幼稚園教諭二種免許状を

取得するよう指導を徹底している。また、建学の精神を理解し、学生便覧に記載さ

れる卒業に必要な単位数を取得した者には卒業資格を認定し、短期大学士（保育学）

の学位を授与するものとする。 

（３）入学者選抜の方法の再構築 

これまで①ＡＯ入学試験、②推薦入学試験（指定校推薦、公募推薦、同窓生子女

推薦、自己推薦Ⅰ、自己推薦Ⅱ）、③一般入学試験、④特別入学試験（社会人入学

試験、外国人入学試験）などの多様な選抜方法を実施してきた。今後とも、入学希

望者の実状ならびにニーズに対応した入学試験のあり方を検討し続けていく。 

 

基準Ⅱ―Ａ－４ 学習成果の査定（アセスメント）は明確である。 

(a)現状 

学科の教育課程の学習成果に関連して、シラバスにおいて授業の概要とともに、

学習の到達目標を明記している。さらに、各授業時間ごとに主題、準備学習、本時

の学習内容と到達目標、および復習について詳細に説明がなされており、学習意欲

を向上させるとともに、学習内容の理解を深めるよう配慮されている。また、教員

からのコメントも掲載されており、当該教科の学習意義についても理解できるよう

にするとともに、評価方法も具体的に表記して学習成果の獲得を助けている。（参

考資料・平成26年度シラバス） 

保育者養成に関わる文部科学省ならびに厚生労働省の指導に基づき、学生の学習
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意欲や学力等を考慮して学習内容を吟味構成している。また、視聴覚教材や教授方

法にも工夫を凝らし、学生が興味をもって学習できるような体制を整えており、学

習成果の獲得は十分可能であると考える。 

本学は、2年間の修学により卒業と同時に保育士資格および幼稚園教諭二種免許状

が取得できる認定校であり、これらの資格、免許状が取得できるよう適切に教科を

配置している。 

教育課程の学習成果は、保育士資格および幼稚園教諭二種免許状の高い取得率と

して具現化されており、その結果は、これらの資格を生かした高い就職実績（平成

26年度、保育所（園）、幼稚園および児童施設への就職率、97％）として表れてい

る。 

 

(b)課題 

高等教育機関における学習成果の査定を客観的に行うことが求められている。本

学においては、保育士および幼稚園教諭の養成を主目的としていることもあって、

保育者としての心のあり方すなわち人間性が最重要要件であり、学力のみで学習成

果を測ることは適切ではないと考える。また、成績評価時の基準をどこに設定する

かも難問である。こうした実状を考慮し、成績評価を客観的に行うための今後の検

討課題として次のことが考えられる。 

 

① 同一教科を複数の教員が担当する場合、学習成果の査定が教員間で同質となる

ように、評価査定規準の確認を毎回行う。 

② 個別の教員による評価査定の場合であっても、評価の根拠を明確に示すことに

より公平かつ客観的な評価を行う。 

③ 実習のように、実習先の担当者が評価査定をする場合には「本学が目指す保育

者像」に従って、到達すべき観点を明確にして実習先に提示し、明確な評価内

容に沿って観点別の評価をしていただけるよう評価票の改訂を行う。また、保

育実習においては、厚生労働省指導基準に合わせ、従来の４段階評価を改める。

さらにＧＰＡの活用が可能なように５段階評定に変更する作業を始めている。 

④ 必要単位を取得すれば卒業できるとする従来の卒業認定制度を改め、在学時の

学習意欲向上と卒業後の学力、実践力を担保することを目的としてＧＰＡの活

用方法を検討する。   

 

以上について、次の討議を自己点検・評価委員会で行っている。 

・平成 25 年度からの GPA の導入と GPA 制度導入目標年度について 

① 平成25年4月入学生より成績評価の方法を以下のように5段階表示に変更する

とともに、同システムで算出される GPA をもとに学習指導を行うこととした。

なお、5 段階表示については、学校法人理事会の承認を経て学則変更を行い、

学生便覧に記載配付した。 

S（秀）・・・・９０ ～ １００点 

A（優）・・・・８０ ～  ８９点 

B（良）・・・・７０ ～  ７９点 
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C（可）・・・・６０ ～  ６９点 

D（不可）・・・５９点以下 

 

② ＧＰＡ制度（ＧＰＡを利用した卒業認定および成績優秀者の表彰等）の導入に

ついては、平成 25 年度および平成 26 年度の結果を参照しつつ今後の検討課題

とする。 

③ ＧＰＡ制度の導入にあたり、公平かつ客観的な評価方法の導入が喫緊の課題で

ある。各教科の到達目標を踏まえ、適切な達成度評価や学習到達度評価、観点

別評価、ならびに絶対評価のあり方を検討する。 

 

基準Ⅱ－Ａ－５ 学生の卒業後評価への取り組みを行っている。 

 (a)現状 

 本学卒業生のほとんどが就職する保育園、幼稚園、および児童養護施設等の福祉施

設に対して、郵送によるアンケート調査を毎年実施している。アンケート内容は、①

採用にあたりどのような人材を求めているか、②筆記試験、実習内容、実技内容、そ

の他、について最も重視するのは何か、③つくば国際短期大学および卒業生に対する

意見・要望等である。こうしたアンケート調査により、現在求められる人材像を明ら

かにし、日常の学習指導および就職支援において活用している。 

（平成 24 年度・平成 25 年度 平成 26 年度保育園、幼稚園、施設の採用に関するアン

ケート参照） 

 

(b)課題 

 今後の学生の卒業後評価に加えるべき事項として、次のことがあげられた。 

①卒業生個人および保育園、幼稚園、児童養護施設を対象にアンケートを行い、課

題を探るとともに、学習成果の点検に活用する。 

②卒後教育の導入を検討する。 

③ホ－ムページのなかで、卒業生に向けた情報発信コーナーを設ける。 

 

テーマ 基準Ⅱ－Ａ 教育課程の改善計画 

学生便覧に示す履修表は、前回の第三者評価においては大変わかりやすいと評価さ

れたところであるが、さらなる改善をめざして改良を重ねたいと考えている。これは、

卒業に必要な単位、保育士資格に関わる単位、幼稚園教諭二種免許状に関わる単位、

社会福祉主事任用資格に関わる単位等がそれぞれ必修、選択必修、および選択のいす

れであるかを一覧にしたものであるが、学生の主体的な単位取得のためにも効果的な

説明方法の検討がなされる必要がある。 

 （参考資料：「学生便覧」履修科目一覧表等参照） 

 

［テーマ 基準Ⅱ-Ｂ 学生支援］ 

［区分］ 

基準Ⅱ-Ｂ-１ 学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて教育資源を有効に活用してい

る。 
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(a)現状 

学位授与の方針に対応した学習成果の評価について、教員は、学位授与の方針に対

応したシラバスを作成し、その中に授業の概要と到達目標を記すとともに、成績評価

基準を示し、各学生の学習成果を評価するように努めている。（参考資料：平成26年

度「シラバス」参照） 

学習成果の把握について、教員は、教養科目と専門科目の違いや、講義形式、演習

形式、実技形式などの運営方法の違いはあるが、提出物、小テスト、レポート、期末

試験などそれぞれの方法を活用して、各学生の学習成果を把握している。 

また、教員は学生による授業評価を定期的に受けている。学生による授業評価は、

「学生による授業評価アンケート」を二通りの方法で実施している。一つは全専任教

員を対象としてそれぞれの担当教科に関するアンケートを行うものであり、教員ごと

に前期・後期１科目ずつについて、受講学生に対し実施している。もう一つは、本学

の授業全般についてのアンケートであり、年度末にクラスごとにアンケートを実施し

ている。そのうえで、クラスごとにランダムで選んだ学生10名に対し、担任が聞き取

り調査を実施している。後者は2年に1度実施しており、平成26年度は専任教員の担当

教科に関するアンケートのみを実施した。（参考資料：「平成26年度 保育科ＦＤ部

会報告書」参照） 

授業評価の結果の認識について、全専任教員は、前述の授業評価アンケートの結果

を把握している。（参考資料：「平成26年度 保育科ＦＤ部会報告書」参照） 

授業評価結果の授業改善のための活用について、全専任教員は、授業評価アンケー

トの結果を踏まえ、授業評価アンケート報告書に「今年度の課題・反省点」「次年度

の目標・改善点」を記載し、授業改善に取り組んでいる。 

教員は、授業内容に関する担当者間の意思の疎通、協力・調整については、実習指

導などの複数教員で担当する科目において、授業担当者間で十分話し合い、共通理解

を図ったうえで、内容を統一した授業を行っている。（参考資料：「平成26年度行動

計画 報告（教務部） 教育実習」および「平成26年度 保育科 保育実習係 報告

書」参照） 

ＦＤ活動を通じた授業・教育方法の改善については、ＦＤ活動の一環として、公開

授業を実施し、授業を教職員に公開している。授業担当者は、配布した指導計画を基

に授業を運営し、他の教員および学生の評価を受けている。（参考資料：「平成26年

度 保育科ＦＤ部会報告書」参照） 

学科の教育目的・目標は学位授与の方針と整合させており、次のように述べている。

「保育科は社会的ニーズに十分応え得る優秀な保育者を養成することを目的として設

置したものである。そのため、乳幼児の保育・教育に関する専門知識を修得し理解を

深めさせるとともに、保育・教育に必要な技能を体得させ、保育者としての豊かな心

を有する人間性の陶冶を図る…」。（平成26年度シラバス） 

この目的・目標を分かりやすいように箇条書きにし、「本学の目指す保育者像」と

して主要教室に掲示し学生に常に意識させている。 

各教員はこの目標を基盤にして各担当科目の達成目標をシラバスに明示し、各学生

の達成状況を把握し、評価を行っている。 

学生に対する履修および卒業に至る指導については、卒業の要件と資格取得に必要
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な全般的な単位修得、専門科目の必修・選択等の履修について、入学時、新学期時の

オリエンテーションにおいて説明するとともに、担任教員が時間割登録時やその前後

において、修得すべき教科や授業内容等の説明などを行い、必要に応じて個別指導を

している。 

 

事務職員は、所属部署の職務を通じて学科の学習成果を認識している。教務課の事

務職員は、学生の成績を管理しており、学習の成果について認識している。 

事務職員の学習成果の獲得への貢献については、教務課は学生の成績管理を始めと

し、出席状況の確認、休講・補講の連絡、各資格のカリキュラムの作成（保育士資格・

幼稚園教諭二種免許状、社会福祉主事任用資格、介護職員初任者研修）、それら資格

の取得手続きについて対応しており、学習成果に貢献している。 

事務職員の教育目的・目標の達成状況の把握については、本学は保育科のみであり、

保育士資格・幼稚園教諭の取得を目的としていることから、事務職員は、資格取得の

手続き状況により達成状況を把握するとともに、就職先の把握により、保育科の教育

目標が達成されているかの把握も行っている。 

ＳＤ活動について、事務職員は、短期大学協会等の研修への参加や、事務連絡等に

より、学生のカリキュラムについては教務課が、就職や学生の相談については学生課

が随時対応をしており、内容についても研修内容等を反映するようにＳＤ 活動を通じ

て対応している。 

学生に対する履修および卒業に至る支援について、事務職員は、教務課においては、

資格取得に対する各学生の履修状況を把握するとともに、資格取得の申請業務を行う

等、学生支援を行っている。学生課においては、学生の現状等の把握から個別に就職

指導を行っており、卒業および就職について支援をしている。 

 

教職員は、学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて、以下のように施設設備およ

び技術的資源を有効に活用している。 

図書館等の専門事務職員は、学生の学習向上のために以下の支援を行っている。平

成19年度より大学医療保健学部と短大保育科との教養の図書館となったことにより、

図書資料の管理と利便性に配慮した図書配置を行っている。 

教職員は、次の作業を行って、学生に対する図書館の利便性を向上させている。 

①新カリキュラムによる国の基準の改定やレファレンスブック類および一般図書

の更新を、注意して整備している。 

②新入学生に対し、４月中に図書館の専門事務職員および担任の案内によりクラ

スごと図書館ガイダンスを行い、図書館活用の促進を図っている。その際、学

生便覧をもとに図書館利用方法について説明と確認を行っている。 

③ 購入図書の選定については、基本的に授業や実習で学生が利用できる図書の購

入を最優先とし、各教員の推薦をもとに選定委員会で検討を経て、教員全員の

承認が得られるものを図書委員会で確認し決定している。学生からの希望図書

についても、同様の手続きを行って購入している。また、カウンターに「図書

リクエストカード」を設置している。 

④ 今年度の購入方針は、新カリキュラムに対応した書籍、視聴覚資料に更新す
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ることとし、視聴覚資料を中心として選定するとともに、楽譜の購入も重点的

に行うこととしている。 

⑤ 平成22年度より保育科のみとなった為、児童文化財である絵本や紙芝居なら

びに専門書について特に情報発信の役割を担う意味からも、最新の出版物を中

心に購入し、集約して配架している。 

⑥ 平成23年度より、卒業生の図書館活用の促進を図り、卒業生対象の利用規約を

作成し、これまで以上に入館・閲覧しやすい環境づくりに取り組んでいる。 

 

また、教職員は、学内のコンピュータを授業や学校運営に活用している。パソコン

教室を2室、LL教室を１室、学生自習室（図書館３・４階閲覧室を活用）を設置し、学

生の自己研究環境を整備している。パソコン教室にはパソコンが106台あり、保育と情

報処理」の授業で活用されている。LL教室は、「英語コミュニケーション」、「英語」等

の授業で活用されている。図書館閲覧室にはパソコンが21台設置されており、学生は、

図書閲覧に加え、課題研究・レポート作成等でのパソコン活用により、効率的学習（自

習）が展開されている。 

学生による学内LAN およびコンピュータの利用促進については、学内LANに接続して

いる端末から短大図書館および四大図書館の蔵書検索OPACが利用できる。また、Web

を使用しての情報検索を行える環境を整えている。更に、J-BISC等有料の書誌データ

ベース利用による文献情報収集、19年度からは、大学医療保健学部との共用に伴い、

医学・看護および医療分野を対象とする国内外の有償オンライン・データベース利用

も開始している。 

教職員は、教育課程および学生支援を充実させるためのコンピュータ利用技術の向

上について、自ら学習し、向上を図り、パワーポイント等を用いながら授業に積極的

に活用している。 

 

(b)課題 

・教員のシラバスの活用の実態について、授業に関する報告書等により、実態の把

握を検討する必要がある。 

・保育科のみの短大として、保育に関する所蔵資料は充実してきているが、短大と

して特に実習の際などに最新の情報を発信できるためにも、各教員による図書館所

蔵が適切な推薦図書についての検討が必要である。さらに、学生による活用の促進

が一層図られるようにする工夫も必要である。 

 

基準Ⅱ-B-2 学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて学習支援を組織的に行っている。 

 (a)現状 

学科の学習成果の獲得に向けての学習の動機付けに焦点を合わせた学習の方法や科

目の選択については、入学時に全学生を対象に、保育科科長、教務部長、学生部長、

図書館長以下学年担当全教員および教務課長（総務課長兼任）、教務課職員が出席し、

「学生便覧」、｢シラバス｣、各種オリエンテーション資料等を基にガイダンスを実施

している。 

また、5月に実施される「軽井沢セミナー」では、新入生を対象に、本学の建学の精
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神、教育理念を身につけた保育者を目指すための研修を行っている。（参考資料 「平

成26年度軽井沢セミナー報告書」） 

学科の学習成果の獲得に向けての印刷物については、新年度に「学生便覧」、「シ

ラバス」等を発行している。（参考資料：「平成26年度 学生便覧」「平成26年度 シ

ラバス」） 

保育者を目指す学生にとって、保育・教育実習における日誌の表記、指導案の作成

や幼児音楽Ⅱ・Ⅲの授業におけるピアノレッスンが重要である。実習日誌の表記につ

いては文章力を高めることを目的とした「文章表現」の特別講座を設け、ガイダンス

の時間を利用して行っている。また、実習日誌における記載力の向上を目的として、

今年度より1年次の保育実習指導Ⅰにおいて実習10日間を想定した日誌記載のための

練習ドリル「プラムドリル」を導入し、総合的な指導に繋げている。幼児音楽Ⅱ・Ⅲ

のピアノレッスンについては、初心者の学生を対象に、習熟度に応じた授業を実践し

ている。また教員が空き時間等を活用してピアノの補習を行っている。夏休みには習

熟度の不足している学生を対象にピアノの補習を実施した。 

学習上の悩みなどの相談にのり、適切な指導助言を行う体制の整備については、担

任制を早くから導入し、学習上の悩みに応じる態勢を整えてきており、最近では、オ

フィスアワーを公表したり、教育研究室を開放したりして学生を受け入れている。深

刻な学習上の悩みをかかえている学生には、カウンセリング担当教員が対応している。 

通信による教育は、実施していない。 

進度の速い学生や優秀学生に対する学習上の配慮や学習支援に関しては、幼児音楽

Ⅱ・Ⅲの授業において、学生の進度に応じたピアノ指導をしている。また勉学意欲の

旺盛な学生には、授業に関連ある本を推薦したり、公務員講座を設けているので、受

講を勧めている。 

平成26年度は留学生の受入れおよび留学生の派遣は行っていない。 

 

(b)課題 

学年はじめのオリエンテーションの内容や学生便覧ならびにシラバスの内容につ

いては、学生の主体的な学びのために十分な理解が可能となるよう丁寧な説明を各

担当が行っている。特に履修登録の手続きについては担任や教務課職員が各学生に

個別に対応している。学生の多様化が進んでいる印象がある。幼児音楽Ⅱ・Ⅲなど

は習熟度に応じた個別指導を行い対応に努めている。保育を学ぶうえで実習日誌の

記載や指導案の作成は実習に不可欠であるが、苦手意識を抱く学生が少なくない。

そこで実習を想定したドリル「プラムドリル」により記載力向上を目指した結果、

保育実習指導Ⅰでは、実習日誌の記載に要する時間が短縮され、内容にも深まりが

見られている。したがって、他の保育実習においてもプラムドリルを作成し、活用

する指導を継続していくことが望ましい。 

 

基準Ⅱ-Ｂ-３ 学科・専攻課程の学習成果の獲得に向けて学生の生活支援を組織的に行

っている。 

(a)現状 

学生の学習や生活上の悩みに対して、クラス担任制やオフィスアワーを設定し、学力
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の補強・メンタルケアを含む健康管理・生活ルール等、学生生活が健康的で快適である

ための個別相談や指導を行っている。また、時間割の中にガイダンスを1コマ設け、生

活指導や資格取得のための説明会のほか就職準備指導等に利用し、｢建学の精神｣に則り

資格取得達成に向けて努力するよう導いている。 

学生の生活支援のための教職員の組織については、学生部長を中心に、教職員の役割

を整備し実施している。（参考資料：「平成26年度 つくば国際短期大学役割分担」参照）

学生部には学生指導担当を設け、平成26年度は学生のマナーアップおよび禁煙教育の充

実を目指した活動を行った。（参考資料：「平成26年度行動計画報告（学生部）」参照） 

また、学業に支障を来さぬよう、各教員が学生個々の日常生活状況に目を向け、変化

を早めに把握し適切な対応ができるように配慮している。 

クラブ活動、学園行事等の学生の主体的な活動については、クラブ活動は３サークル

あり、顧問が支援にあたり、サークル室として教育研究室を開放している。学校行事で

は、１０月の学園祭(紫峰祭）において、クラスごとに学生が企画してステージ発表お

よび模擬店の運営を行い、担任がサポートしている。（参考資料：「平成26年度 役割分

担活動報告書」（紫峰祭）参照） 

また、１２月のミュージック・フェスティバルでは、２年生の発表に関しては準備段

階から学生が指導案を作成し練習を行っている。（参考資料：報告書「ミュージック・

フェスティバルについて」参照） 

学友会等の学生自治会はないものの、前述の紫峰祭において、紫峰祭実行委員を組織

し、学生の主体性を重んじる活動を担当教職員がサポートしながら行っている。 

学生のキャンパス・アメニティについては、大学の近隣に交流センターを設置し、食

堂・売店が有り、文具、軽食・飲料等の商品購入ができ、自主学習の場としても活用で

きる。また、校庭や図書館棟プラザ、３号館１階ホールには、それぞれテーブルや椅子

が設置してあり、昼休みや空き時間時に学生が寛げる場となっている。 

宿舎が必要な学生への支援については、遠距離により、自宅通学が不可能な学生の為

に、生活に必要な設備を整え、朝夕食事付きの寮を設置している。また、学生の自主学

習の為に設置してあるピアノ３台は、技術向上の成果に繋がっている。 

通学のための便宜について、自家用車通学の学生に学生専用の駐車場を設置している。

また、自転車・オートバイ通学者には、短期大学内に駐輪場が設置されている。 

経済的支援については、経済的に困難な学生に対し、日本学生支援機構奨学金の制度

を紹介している。また、大規模災害により罹災し学費の支弁が困難になった場合又は主

たる学費負担者である保証人の失職、死亡等により急変し、学費の支弁が困難になった

場合に、授業料減免の救済措置をおこなうことにより、修学を支援する制度がある（「つ

くば国際短期大学緊急支援授業料減免規程」）。 

学生の健康管理については、学生部に厚生係を組織し、毎年健康診断を実施するとと

もに健康状態調査票の記録をとり、学生の健康管理を行っている。また、必要に応じ、

健康相談日やそれ以外の時間にも随時健康相談を行っている。 

カウンセリングについては、教員が学生の相談に応じている。メンタルヘルスケアに

ついては看護師・精神保健福祉士の資格を持った教員が対応している。平成26年度は1

1名の学生に対しカウンセリングを実施した。 

（参考資料：「平成26年度 役割分担活動報告書」（厚生係） 「平成26年度カウンセ
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リング報告書」 参照） 

学生生活に関しての学生の意見や要望の聴取について、担任制を設けており、クラス

の学生との交流を維持し、担任は学生の意見や要望を聴取している。担任の判断を超え

る問題については、学科長が加わり適切な対応を行っている。2年次には、担任が全学

生の面接を実施し、学生生活・学習・就職面についての調査確認により、適切な指導や

援助に繋げている。 

留学生の学習（日本語教育等）および生活を支援する体制に関して、外国人留学生規

定は備えてあるが、平成26年度に受験した学生はいなかった。 

社会人学生の学習を他の学生と分けての支援は行っていない。幼児音楽Ⅱ・Ⅲのピ

アノの個別指導においては学生の進度に合わせて対応している。 

障がい者への支援体制については、本学は卒業するのに保育実習Ⅰが要件となって

いるので、入学願書の申請時に障がい支援を希望する学生は申し出ることになってい

る。今まで特別な支援を必要とするような障害のある学生が入学した事例がないので、

障がい者への支援体制は整えていない。 

長期履修生を受け入れる体制は整えていない。ただし、留年や休学の結果、長期の在

籍となる学生への支援は、学科長以下、担任、実習担当などが協力し、個別に行ってい

る。 

学生の社会的活動（地域活動、地域貢献、ボランティア活動等）に対する積極的に評 

価については、地域の要請により、幼稚園や保育園の行事・障害者スポーツ大会・病院

のクリスマス会・児童福祉施設の運動会・社会福祉施設の納涼会・秋祭り等の行事のボ

ランティアを学生に紹介しているが、単位認定等は実施していない。 

  

(b)課題 

健康、学習、家庭環境等で、修学に際しての問題を有する学生が出てきており、こ

うした状況に適切に対応するための具体的方策の検討を始めている。学生への対応につ

いては組織的な体制が整備されているが、組織的な取り組み体制の整備は完了していな

い。年々多様化している学生の指導には担任制が大きな役割を果たしているが、担任が

学生に対応できない場合であっても、問題が発生した時の対応順序と方法について、全

学的なコンセンサスの構築が必要と考える。 

今後の対策として、現在設置している教職員同士の組織体制による「オフィスアワ

ー・メンタルヘルスケア・健康管理」機能の更なる充実を図り、学生が求める声に対し

適切な機会に適切な対応を行い、学生の充実した生活と質の改善に繋げて行けるよう検

討する必要がある。 

 

基準Ⅱ-Ｂ-４  進路支援を行っている。 

(a)現状 

進路支援については、学生部長以下、就職指導担当者および2年学級担任全員と事務

局が連携して対応している。（参考資料 「平成26年度 つくば国際短期大学役割分

担」参照）毎年5月から6月にかけて2年生のクラス担任が学生全員に対し個人面談を行

い、その中で学生の進路希望を確認している。その後、教職員により企業訪問（保育

所、幼稚園、施設等）を行っている。平成26年度については、10月中旬から11月末に
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かけて、教員5名と事務職員2名が120事業所を訪問し、採用の状況および卒業生の状況

について伺った。また、事務局の就職支援担当者による就職ガイダンスにより、就職

活動全般についての指導を行っている。さらに就職支援担当教員を中心として公務員

試験対策講座を実施し、公務員試験受験希望者に対する学習支援を行っている。それ

らの教職員は学生の個別相談も随時応じ、面接の練習や履歴書のチェックなども行っ

ている。（参考資料：「平成26年度行動計画報告（学生部） 就職指導 キャリアサ

ポート」参照） 

就職支援室等の整備については、就職相談室を設け、事務局の就職支援担当が常駐

し、上記教員と連携して就職支援を行っている。 

就職のための資格取得、就職試験対策等の支援として、希望者に対し介護職員初任

者研修や日本赤十字社・幼児安全法支援員養成講習を実施している。また、公務員試

験受験希望者のための対策講座を実施している。 

 介護職員初任者研修は、1年生を対象として3月に開講され、13名の希望者が受講し

た。幼児安全法支援員養成講習は、2年生を対象として8月に実施し、26名の希望者が

受講した。公務員試験対策講座は2年生を対象に実施し、就職支援担当教員および2年

生の担任4名で対応した。14名が公務員試験を受験し、1次試験合格者5名でそのうち最

終試験合格者は1名であった。（参考資料 「平成26年度 介護職員初任者研修 報告

書」、「平成26年度 役割分担活動報告書」（幼児安全法支援員養成講習）、「平成26

年度行動計画 報告（学生部） 就職指導 キャリアサポート」参照） 

 

卒業時の就職状況を分析・検討し、その結果を学生の就職支援に活用する件につい

ては、学生部長、就職指導担当教員、事務局の就職指導担当者が、毎年就職状況を分

析し、教授会に報告し、学生の就職指導に活用している。 

 

(b)課題 

 公立の保育所・幼稚園を希望する学生に対し学習支援を行っており、平成26年度は

受験者14名のうち一次試験合格者5名、最終合格者1名であった。 

今後、公務員試験合格者を増やすべく、支援体制を継続する必要がある。 

 

基準Ⅱ-B-5 入学者受け入れの方針を受験生に対して明確に示している。 

 (a)現状 

アドミッションポリシーは入学者受け入れ方針として学校案内や学生募集要項に明

確に示しており、本学のホームページ（http://www.ktt.ac.jp/tijc/）にも同様の内

容が載せてある。 

入学試験等に関する問い合わせに対しては、ホームページや進学情報誌による資

料・願書請求を始めとし、E-メール、電話、ファックス、葉書等によるあらゆる問い

合わせに、入試事務の担当者が迅速丁寧に対応している。 

広報又は入試事務の体制については、募集担当職員を 3 名配置し整備している。ま

た、受験生および保護者を対象としたオープンキャンパス（年に 10 回開催）や高等学

校教員を対象とした教員説明会（年１回開催）を実施している。他にも、全教職員に

よる学校訪問や地域や高等学校で開催される進学説明会にも積極的に参加し、受験生
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や保護者の問い合わせに対し適切に対応している。募集担当職員は日常的に高等学校

を訪問し広報活動を行っている。 

入学試験の種類と試験日程、方法、募集人数については学生募集要項および本学ホ

ームページに記載している。試験の種類はＡＯ入試、推薦入学試験、一般入学試験、

特別入学試験の４種類がある。ＡＯ入試は A 日程と B 日程があり、推薦入学試験は指

定校、公募、同窓生子女、自己推薦 1、自己推薦 2 と幅広く多様な受験生に対応して

いる。その他にも、一般入学試験および社会人および外国人受験者のために特別入学

試験を実施している。入学試験における合否判定は、学長を中心とした入学者選考委

員会が厳正に実施している。 

入学手続き者に対する情報提供について、入学内定者に対しては入学するにあたっ

ての学習準備や入学後の予定などの情報を提供することおよび、保育科学生としての

意欲の向上と学習目的の明確化をはかるために、これまでも入学前に幾つかの学習課

題を課し、提出を義務付けてきた。また、例年、本学開催のミュージック・フェステ

ィバルにも招待し、内容や演技に対しどのような感想を抱いたかを記述してもらうた

めに鑑賞アンケートの提出を義務付けてきている。しかし、平成 26 年度においては、

ミュージック・フェスティバルの開催が平日となり、高校の授業と重なってしまった

ため、ミュージック・フェスティバルの鑑賞を義務付けることができなかった。前年

度から導入した入学前教育は、3 回実施し、入学後に必要な技術や知識について、五

つの課題を課し、入学前教育の際に提出および確認を行った。入学前教育で行った内

容としては、新入生同士の自己紹介や本学での学びのためのオリエンテーション、ピ

アノの個別指導などを実施するとともに、入学後の学生生活に不安を感じている学生

に対して個別に面接を実施した。 

入学者に対する学習、学生生活のためのオリエンテーションについて、入学が決ま

った学生に対し、入学式以前に入学式および入学式以降の予定を記した印刷物を提供

している。入学式翌日のオリエンテーションにおいては保育科説明や授業内容、取得

できる免許証や資格の説明、科目選択等の説明を行っている。また、クラス担任制を

採っているので担任の紹介を始めとし、今後の学生生活についての諸事項の説明があ

り、全ての保育科学生が支障なく学生生活を送れるように努めている。（参考資料：入

学前教育 参照） 

 

(b)課題 

入学者受け入れ方針は学校案内や学生募集要項、ホームページに載せているととも

に、受験者および保護者を対象としたオープンキャンパスや、高等学校の教員対象の

説明会においても説明している。今後とも広報・募集活動をさらに活発化させ、なる

べく多くの受験関係者に入学者受け入れ方針を理解してもらうよう努める。 

入学前教育の一環として、入学予定学生に学習意欲や目的を高めることを目的とし

て入学前の学習課題を出し、提出を義務付けていた。昨年度より、入学者受け入れ方

針をしっかりと理解してもらうのと、保育の学修準備をする機会が必要であるとの考

えから、従来の学習課題に加え、入学予定者対象の入学前教育とオリエンテーション

を実施している。今後もより効果的な方法を検討していく必要がある。 
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テーマ 基準Ⅱ―Ｂ 学生支援の改善計画 

年度始めの授業において学生にシラバスを用いて授業内容、到達目標、成績評価

の方法等について説明しているが、シラバスがどのように利用されているかは正確

に把握していない。学生による授業評価アンケートや授業に関する報告書等により、

実態を把握する必要がある。 

近年学生の多様化が進んでおり、学習意欲の維持を考慮しピアノなど一部の科目

では習熟度に応じた個別指導を行っている。また実習日誌や指導案の作成において

文章表現の特別講座を実施している。しかしながら、実習等において指導を受ける

学生が少なからずいるので、文章表現講座の継続とより多くの学生の参加を図る必

要がある。 

健康、学習、家庭環境等多岐にわたって問題を有する学生が多くなっており、こ

うした学生への対応についての整備が望まれる。例えば、現在設置している教職員

同士の組織体制による「オフィスアワー・メンタルヘルスケア・健康管理」の機能

を軸に更なる充実が挙げられる。 

公立の保育所・幼稚園を希望する学生に対し学習支援を行っているが、現在のと

ころ十分な成果が得られてはいない。今後、公務員試験合格者を増やすべく、支援

体制を検討し、継続していく必要がある。 

入学前教育の一環として、平成25年度より、学習課題に加え、入学予定者対象の

オリエンテーションを実施しているが、建学の精神に対する理解を深めることや入

学後の学生生活をスムーズに開始できるような方法を今後も検討していく必要があ

る。 

 

基準Ⅱ 教育課程と学生支援の行動計画 

次年度以降の行動計画として次のことがあげられた。 

①系列保育園および附属幼稚園を有する本学の特質を活かし、保育園ならびに幼稚

園との連携を緊密にする。 

②実習日誌や指導案の記載力の向上を目指す文章表現講座を継続するとともに、保

育実習指導において、実習日誌記載力向上のために、日誌記載に必要な内容を含

む書き写しドリル（プラムドリル）と保育専門用語の読み書きテストを実施し、

今年度の学生の日誌の分析結果を踏まえて改善を加えた上で継続していく。 

③ＧＰＡ制度の導入にあたり、公平かつ客観的な評価方法の導入が喫緊の課題であ

る。各教科の到達目標を踏まえ、適切な達成度評価や学習到達度評価、観点別評

価、ならびに絶対評価のあり方を検討する。 

④幼児教育に関連して、保育科で取り組むべき研究課題を設定した上で学内共同研

究チームを編成する等、研究活性化を図ることを目的とした具体策を検討する。 

⑤健康、学習、家庭環境等多岐にわたって問題を有する学生への対応について、既

存の「オフィスアワー・メンタルヘルスケア・健康管理」の機能を軸に,更なる充

実を図っていく。 

⑥入学前教育について、建学の精神に対する理解を深めることや入学後の学生生活

をスムーズに開始できるような方法を今後も検討していく必要がある。 
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◇基準Ⅱについての特記事項 

（１）以上の基準以外に教育課程と学生支援について努力している事項 

特になし。 

（２） 特別の事由や事情が有り、以上の基準の求めることが実現(達成)できない事項。 

特になし。 
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【基準Ⅲ 教育資源と財的資源】 

基準Ⅲの自己点検・評価の概要 

専任教員数は短期大学設置基準に定める教員数を充足し、当該設置基準に定める教

育実績等を有している。保育士養成課程・幼稚園教諭 2 種免許状の教職課程に基づき

専任教員を配置し、一般教養・芸術系の科目については一部非常勤講師を配置してい

る。 

 教員の任用については、法規並びに本学の規程により厳格に行われており、教職員

の就業に関する規則も整備されている。教育研究室、研究費等が配慮され、支障なく

実施しているが、一部の教員の研究実績が十分とはいえない。 

 校地・校舎・運動場・体育室等は、いずれも短期大学設置基準を満たしており、固

定資産管理規程等を整備し、管理責任者の下、施設設備の維持管理を適切に行ってい

る。図書館は面積、座席数、蔵書数とも十分である。 

 情報技術としては、パソコン教室（2 室）を整備し、保育者として必要な技能の修

得科目「保育と情報処理」のためのトレーニングに活用・支援している。 

 ＦＤについては、平成 26 年度に委員会規程を設け、カリキュラムや授業アンケート

に成果を上げている。ＳＤ活動については、委員会規程はないが、実施要綱を制定し

て活動している。 

 資金収支及び消費収支は均衡し、貸借対照表の状況は健全に推移しており、短期大

学の存続を可能にする財政は維持されている。教育研究経費の帰属収入に対する割合

は約 20％である。収容定員充足率は下降気味であり、今年度については 76％である。 

 学生指導をする上で、教員の教育・保育現場に対する認識を深めることが重要と考

え、これまで附属幼稚園・系列保育園との連携は、学生の実習や施設見学等での連携

のみであったが、今後は、教員が附属幼稚園・系列保育園との連携を深めることによ

り、教育・研究の成果を上げる。 

 災害等に対する安全性の確保においては、避難訓練の他、外部の専門家を招いて防

災、防犯対策について認識を深める。 

 財務の健全性を保つ為に、入学定員の確保は重要であり、学生募集担当の職員の充

実、オープンキャンパスの実施回数の増加を図る。また、今後高校訪問や入学試験の

あり方など検討を加えていく。 

 

[テーマ] 

基準Ⅲ-Ａ 人的資源 

 [区分]Ⅲ-Ａ-1 学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて教員組織を

整備している。 

（a）現状 

 本学科の専任教員は短期大学設置基準に定める教員数13名内教授4名の教員組織を

編成しており、保育士養成課程・幼稚園教諭 2 種免許状の教職課程に必要な教員数 10

名を充足している。 

 教授 4 名については、教員の経験年数が長く、平成 26 年度着任した 2 名の内 1 名は

他大学で教授の経験を有し、もう 1 名は文部科学省点字教科書編集委員や特別支援学

校教員資格認定試験委員を経験するなど学識経験上教授の資格を有すると判断する。
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また准教授 2 名の内 1 名は公立学校の校長を歴任し、茨城県教育研修センターの役職

も経験している。もう 1 名は紀要論文や演奏発表の実績が多く准教授の資格を有する

と判断する。講師 6名のうち 2 名は 10 年以上の教育経験を有し、教育上、学問上の著

書、論文、学会報告等の業績を有している。他の 4 名についてもこれと同等以上の教

育研究業績、学識経験を有すると認められる。新任の助教 1 名については教授上、学

問上の著書、論文、学会報告等 3 編以上あり助教の資格を有する者と判断する。 

 本学の教育課程編成・実施の方針は保育士資格と幼稚園教諭免許を取得し、短期大

学士としてふさわしい教養と専門知識、保育者としての実践力を身に付けさせること

としており、教員の専門分野は社会福祉系、教育学系、音楽系、看護系と多岐に亘っ

ており、教育課程編成・実施の方針に沿ってカリキュラムを担当している。補助教員

は配置していないが、実践力を身に付けさせるべく、専任教員、非常勤教員を学生へ

の指導が行き届くよう適切に配置し、ピアノレッスン、実習指導等は 25 名以内の少人

数で授業を行っている。教員の採用については、教員選考規程に教授会の議を経て学

長が選考し、理事長が決定するとあり、規程に則り採用昇任している。 

 

（ｂ）課題 

 教員の経験年数が長く熟達しているが、学生への指導という点で、教員によっては、

一部指導が行き届いてない部分がある。 

 

本学における短期大学設置基準に定める専任教員数 

短期大学設置基準第 22 条の別表第 1のイに定める専任教員数  １０人 

短期大学設置基準第 22 条の別表第 1のロに定める専任教員数     ３人 

助手以外の副手等の数                     ０人 

非常勤講師                           ８人 

 

学科等名 
専任教員数 

設置基準で 

定める教員数 助 

手 
教授 准教授 講師 助教 計 [イ] [ロ] 

保育科 ３ １ ５ １ １０ １０ - 
 

（小計） ３ １ ５ １ １０ １０ - 
 

[ロ] １ １ １  ３ - ３ 
 

（合計） ４ ２ ６ １ １３ １０ ３  
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表３-Ａ-1-２ 専任教員の学位等           （平成26年5月1日現在） 

職位・氏名 学位 教育実績 研究業績・製作物発表 その他の 

経歴等 

教授・保育科長

中山千章 

経済学

士・社会

学士 

本学 

専任講師12年  

准教授 12年 

教授   4年 

・附属幼稚園の英語指導における保護

者の意識調査  

・幼児教育としての英語をめぐる環境

とその指導のあり方について  

・英語で話そう『保育科用教科書』  

・つくば研究学園都市の外国籍の子ど

もたち 

 

教授・教務部長

南 正信 

医学博士 本学 

専任講師 4年 

准教授  9年  

教授   7年 

・学習意欲決定における認知  

・完成課程に関する研究  

・介護福祉士のスキル自己評価から介

護福祉学の専門性を探る  

・福祉系短期大学の進路選択過程にお

ける自己について  

・効果的な保育実習指導のあり方に関

する基礎的検討 

 

教授・図書館長 

原田 早苗 

教育学修

士 

本学 

教授 1年 

・点字で学ぶ児童生徒が学習を積み重

ねるための指導―ノートの作成と試験

問題時の解答方法の指導 

・小学校教育実習ガイド分担執筆 

 

教授 

齊藤 和良 

教育学修

士 

本学 

教授 1年 

・事例で学び、実践で活かす障害者福

祉（共著） 

 

准教授 

福田 栄 

 

 

教育学士 本学 

非常勤講師1年 

准教授    3年 

 

・「基本を身につける学習」 茨城県公立

学校校長・県

教育センタ

ー次長 

准教授 

飯泉 祐美子 

 

 

芸術学修

士 

本学 

非常勤講師 

10年 

准教授   3年 

 

・著書「ピアノ教本レッスンをワーク

歌ごころのある演奏を目指して」共著 

共同音楽出版  

・歌唱教材の弾き歌い伴奏のためのソ

ルフェージュについての考察 歌唱教

材の楽曲分析を通して 単著 筑波国

際短期大学紀要  

・第10･12･14回音のまちTONEコンサー

ト出演 

 

講師 

岩瀬敏子 

短大聴講科

（ピアノ専

攻）修了 

本学 

助手   3年 

専任講師 38 年 

・保育における童謡 ・実習前と後で

の学生の意識の変化  

・幼児期における折り紙 
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講師 

佐藤高博 

工学士・ 

 

本学 

専任講師 6年 

  

・日常生活における運動が主観的ウェ

ルビーイングへ与える影響  

・効果的なカウンセリングの方法につ

いて  

・「保育と児童家庭福祉」(共著) 

介護支援

専門員・ソ

ーシャルワ

ーカー・精神

保健福祉士 

講師 

岩田裕美 

看護学修

士 

本学 

専任講師 11年 

 

・障害疑似体験、介護体験演習が学生

に及ぼす学びの質的分析  

・福祉系短期大学生の福祉職志望意識

の変化に及ぼす要因の検討  

・施設高齢者の疾病予防に対する介護

複合プログラム開発に関する基礎調査

（日本介護福祉学会第１回助成金研

究）  

・介護教育の現場からーロールプレイ

の神様が降りる時ー  

・教科書「心とからだを育む子どもの

保健Ⅰ」(保育出版社） 

看護師 

講師 

船越利代子 

心身健康

科学修士 

本学 

専任講師8年 

         

・乳児教育における課題ー保育所実習

アンケート分析から  

・効果的なカウンセリングの方法につ

いてーUPIアンケート調査からー  

・福祉系短期大学生の進路選択過程に

おける自己効力感と大学選択動機との

関連  

・福祉系短期大学生の福祉職志望意識

の変化に及ぼす要因の検討 

看護師 

講師 

小野崎美奈子 

博士 

（学術） 

本学 

専任講師3年 

・「ヒューマンサービスに関わる人のた

めの子ども支援学」  

・「ヒューマンサービスに関わる人のた

めの改訂教育心理学」 

 

講師 

古関 寛子 

芸術学士 本学 

非常勤講師25

年 

専任講師1年 

  

助教 

鈴木 麻央 

障害科学

修士 

本学 

助教 1年 

・弱視者の見え方と画像的奥行き知覚

の関係（共著） 
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[区分] 

Ⅲ-Ａ-２ 専任教員は、学科専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて教育研

究活動を行っている。 

（a）現状 

 専任教員の研究活動（論文発表、学会活動等）としては、各教員が各専門分野にお

いて学会等に属している。また、保育科ということでほとんどの教員は保育学会に属

している。研究発表としては紀要に寄稿するほかに、一部教員は所属学会等において

発表等を行っている。専任教員個々の研究活動の状況や専門としている分野について

は、ホームページ上で公表している。 

外部研究費等については、科学研究費等へエントリーするよう周知しているが、平

成 26 年度においては申請するまでに至っていない。研究活動に関する規定としては、

「共同研究に関する規程」「個人研究費に関する内規」「公的研究費の管理・監査のガ

イドライン」を設けている。 

研究成果を発表する機会としては、毎年度寄稿者を募集し、紀要を発行している。 

専任教員が研究を行う為、各教員に研究室をあてがっており、研究を行うとともに

学生指導において活用している。専任教員の研究日を土曜日の他、週に 1 日設けてお

り研究を行う時間を確保している。 

専任教員の留学、海外派遣、国際会議出席等に関する規程は設けていないが、現状

を踏まえ今後検討が必要と思われる。 

ＦＤ活動に関する規程としては、平成 26 年度にＦＤ委員会規程を整備した。それに

より、ＦＤ活動として行うことを委員会で審議し、科内会議、教務委員会等で周知し

改善に努めている。 

専任教員は、保育科長、教務部長、学生部長の下、事務局と連携を密にし、学習成

果を向上させるため、時間割の編成、ガイダンスの実施、オフィスアワー、学園行事、

就職活動支援、広報活動等の充実に努めている。 

 

（ｂ）課題 

専任教員については附属幼稚園・系列保育園を活用し、教育・保育現場に対する認

識をより深め、教育・研究の成果を上げることが課題である。また、保育・教育に関

する制度等の最新情報を理解する為、各関係機関の実施する説明会等に進んで参加す

る。 

 

[区分] 

Ⅲ-Ａ-３ 学習成果を向上させるための事務組織を整備している。 

（a）現状 

 事務組織の責任体制については、別表のとおり、教務課、学生課、総務課、図書館

事務室に担当部署が与えられ、それぞれの業務をこなすとともに、各担当とも協力し

事務の運営に努めている。事務職員はそれぞれの事務分掌を 5 年以上担当しており、

研修会・説明会等への参加もし、専門的な職能を有している。 

 下表のとおり、事務関係諸規程を整備している。 
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学校法人霞ヶ浦学園事務組織規程 

学校法人霞ヶ浦学園稟議規程 

学校法人霞ヶ浦学園公印取扱規程 

学校法人霞ヶ浦学園文書取扱規程 

つくば国際短期大学個人情報の保護に関する規程 

学校法人霞ヶ浦学園施設学外使用規程 

つくば国際短期大学就業規則 

文書処理の手引 

 事務部署には、総務、教務、及び学生支援を担当する総務課室と、就職支援室、図

書館事務室を整備している。また、施錠した個人情報保護に関わる文書保管室も整備

している。情報機器としては、パソコンが総務課室に 15 台（インターネットつながる

ＰＣ2 台）、就職支援室に 1台（インターネットにつながるＰＣ1 台）、図書館司書室に

2台、ＦＡＸは総務課室に 1台設置されている。 

 防災対策としては、年に 1 度避難訓練を実施しており、学生及び教職員の防災に関

して意識付けをしている。情報セキュリティについては、サーバーにおいて一括して

セキュリティを行っている。また、個人情報に関するデータはインターネットに接続

しないパソコンにおいて管理しており、データ提供を依頼する場合は、総務課長に依

頼したうえでデータ提供を受けることとなっている。 

 ＳＤ活動に関する規程としては未整備であり、今後ＳＤ委員会規程を整備すること

が課題であるが、ＳＤ活動としては、教授会後に事務局内で教授会の報告事項等を周

知し、業務の見直しや事務処理の改善に努めている。 

 事務職員は、専任教員の教務部、学生部との情報の一体化と効率化を図り、適格な

成績処理、学生対応、企業の要望の把握に努めている。大学が教育研究と管理運営と

いう二つの機能を円滑に果たしていくためには、教員組織、事務組織が教育活動の付

随的機能を分担し、教員の管理運営に係る部分を補いつつ業務に取り組んでいくこと

が求められる。本学事務局においては、学生の就学指導支援、試験の実施及び処理、

学籍管理、実習指導支援、就職、進学の斡旋指導等の一部を担当し、お互い協力し合

って、その関係はきわめて良好である。学生対応では事務職員は、学務に関する諸手

続き、福利厚生業務、学外実習・進路支援等の必要な支援を行っている。 

 

（ｂ）課題 

 課題としては、ＳＤ活動に関する規程を設けていないため、今後整備をする必要が

ある。 

 

[区分] 

Ⅲ-Ａ-４ 人事管理が適切に行われている。 

（a）現状 

 教職員の就業に関する諸規程として、つくば国際短期大学就業規則を整備している。

また、就業規則については科内会議等で周知徹底を図っており、新たに着任する教職

員についてはその都度説明をしている。教職員の就業については、規程集を閲覧可能
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な書棚に保管するとともに、報告等を受けるようにしており、規程に基づき管理して

いる。 

 

（ｂ）課題 

 課題としては、就業時間等に関する認識の薄い者が一部見受けられる為、今後周知

するだけでなく、対応を検討する必要がある。 

 

テーマ 基準Ⅲ-Ａ 人的資源の改善計画 

 本学科の専任教員は短期大学設置基準に定める教員数を充足し、保育士養成課程・

幼稚園教諭 2 種免許状の教職課程に必要な 10 名を充足している。教員の専門分野は、

社会福祉系、教育学系、音楽系、看護系と多岐に亘っており、教育課程編成・実施の

方針に沿ってカリキュラムを担当している。専任教員の研究活動としては、各教員の

専門分野において学会等に属しており、研究発表として紀要に投稿している。また、

保育学会にはほとんどの教員が所属している。 

教員の学生指導としては、一部の教員に負担がかかり、偏りが見られる。また、保

育士資格・幼稚園教諭免許状を有する者は 2 名のみであり、今後、附属幼稚園・系列

保育園を活用し、教育・保育現場に対する認識をより深め、教育・研究の成果を上げ

ることが必要である。改善計画として、学生指導をする上で、現場を知ることは最重

要と考えられることから、今後附属幼稚園・系列保育園との連携により、教育・保育

現場に対する認識を深め、教育・研究の成果を上げるよう努める。 

 事務組織としては、教務課、学生課、総務課、図書館事務室に担当部署が与えられ、

それぞれの業務を遂行するとともに、各担当とも協力し事務の運営に当たっており、

学習成果を向上させるため、成績処理、学生対応、就職支援、実習事務等支援を行っ

ている。 

 教職員の人事管理については、就業規則を整備し、周知徹底を図っているが、一部

認識の薄い者がいることから、対応を検討する必要が有る。 

 ＳＤについては、現在行事の前後にミーティングを実施し、情報を共有するように

努めているが、今後規程を設けるよう検討する。 

 

[テーマ] 

基準Ⅲ-Ｂ 物的資源 

[区分] 

Ⅲ-Ｂ-1 学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて校地、校舎、施設設

備、その他の物的資源を整備、活用している。 

(a)現状 

 校地、校舎の短期大学設置基準及び本学の校地校舎の面積は下表の通りであり、設

置基準を充足している。 

    校地設置基準 300 人（収容定員）×10 ㎡＝3,000 ㎡ 

    本学の校地面積 19,829 ㎡ 

    校舎設置基準 保育学関係 2,850 ㎡（保育科 300 人まで） 

    本学の校舎面積 6,052 ㎡ 
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 運動場については、つくば国際大学と共用している。また、本学の近隣に運動場用

地を取得している。 

 校地と校舎が障害者向けの対応については、保育実習室においてバリアフリーの対

応をしているが、その他の施設においては、障害者の問合せ・受験・入学ともに、こ

れまで実績がないこともあり、特別な対応をしていない。 

 保育学科の教育課程編成・実施の方針に基づいて授業を行う講義室、演習室、実習

室を自己点検・評価基礎資料（7）の⑤別記資料のとおり用意している。 

 通信制は採り入れていない為、施設等の整備はしていない。 

 教育課程編成・実施の方針に基づいて授業を行う為の機器・備品は次の表の通り整

備している。 

 教室使用可能（備品）一覧表 他に、ピアノレッスン棟にピアノ５９台 

 

 
室名 ビデオ ＤＶＤ 

カセット 

テープ 
ＣＤ ＭＤ ＯＨＰ ＯＨＣ パソコン 

パソコン 

接続可能 

本 
 

 

館 

２０１ ○ ○  ○     ○ 

２０６ ○         

２１６ ○ ○  ○     ○ 

２１７ ○ ○  ○     ○ 

２１９ ○ ○  ○     ○ 

３０１ ○ ○  ○     ○ 

３１８          

３１９ ○ ○  ○     ○ 

３２１ ○ ○  ○     ○ 

４０１ ○ ○  ○     ○ 

４１８        ５３台  

４１９ ○ ○  ○     ○ 

４２１ ○ ○  ○     ○ 

３

号

館 

３２０１ ○ ○ ○ ○ ○    ○ 

３３０１    ○      

３４０１   ○       

図
書
館 

６２０１(ＬＬ･講) ○ ○ ○ ○  ○   ○ 

６３０１（閲覧室） ○       ２１台  

Ａ１０３（保育実習棟） ○         

 図書館の面積、蔵書数、学術雑誌数、ＡＶ資料数及び座席数は次の通りである。 

  図書館蔵書数一覧（平成 26 年 5 月 1 日現在） 

区分 和書 洋書 学術雑誌 ＡＶ資料 

冊（種） 43,266 冊 4,737 冊 127 種 2,394 点 

内保育科 36,413 冊 4,319 冊 127 種 2,394 点 
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※ 共用するつくば国際大学医療保健学部の蔵書も含む。 

座席数等 座席数   138 席（内、ＡＶブース 3 席） 

     面積    933 ㎡ 

     収容可能冊数 18.5 万冊 

事務員 3 名（内常勤 2 名〈図書館司書資格を有する〉、非常勤 1名） 

自習室 

図書館 3 階閲覧室にパソコン（21 台)を設置している。ここで学生は課題のレ

ポート等を打ち出し、その整理等に図書館 4 階（自習室、閲覧室）を利用して

いる。 

以上の体制は、収容学生 1,260 名（短大 300 名、つくば国際大学第 2 キャンパス

960 名〉に対し適当と思われる。 

 購入図書選定システムについては、平成 25 年度に図書選定委員会を設け、図書館長

と担当教職員により選定し、教員に諮ることにより購入図書を決定している。また、

選定に至る前に、学生よりの希望図書としては「図書リクエストカード」等により希

望図書と募っている。学生の授業等で利用できる図書の購入は図書費で購入し、教員

の使用する研究書については、研究費で購入している。 

 図書館における参考図書、関連図書の整備としては、授業科目等の変動、国の基準

の改訂に対応するよう、レファレンスブック類及び一般図書の更新を注意して整備し

ている。また、保育科学生の利用の活発化を図るために、絵本などの保育専門書コー

ナーを設置している。 

 図書等の廃棄については、図書館委員会でその都度決定している。 

 体育館については、短大専用の屋内体育施設として 3 号館 4 階に体育室を整備して

いる。また、つくば国際大学内の体育館を共用している。 

 図書館システムを平成 26 年度につくば国際大学と統合し利便性の向上を図ってい

る。 

 

（ｂ）課題 

 課題としては、現在障害者向けの設備という点では保育実習棟以外に対応しておら

ず、今後保育者を養成する上で、障害者向け設備が必要となるか検討していく必要が

ある。 

 

[区分] 

Ⅲ-Ｂ-2 施設設備の維持管理を適切に行っている。 

(a)現状 

 固定資産管理規程、消耗品及び貯蔵品管理規程等は、財務諸表規程を含め下表の通

り整備している。 

固定資産管理規程 学校法人霞ヶ浦学園経理規程 

学校法人霞ヶ浦学園経理規程施行細則 

学校法人霞ヶ浦学園固定資産管理規程 

図書管理規程 つくば国際短期大学図書館規程 
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 施設設備、資産備品の管理については、固定資産・備品棚卸台帳を基に管理担当者

を決めてチェックしている。毎年監査法人の検査人をリーダーとして公認会計士等に

よる備品監査の実地調査を行っている。修理の必要な備品や新たに購入が必要となる

備品については、書類提出により確認し対応している。 

 火災・地震対策、防犯対策のための諸規則としては整備していないが、防災マニュ

アルとして整備しており、年に 1 回避難訓練を実施している。 

 火災・地震対策、防犯対策のための定期点検としては、定期的に指定業者により、

消火器、漏電、施錠、校内の安全管理等について点検を実施している。 

 コンピューターシステムのセキュリティ対策としては、サーバにおいて一括で対策

を講じている。 

 省エネルギー・省資源対策、その他地球環境保全の配慮については、学校法人霞ヶ

浦学園全体で電気量等使用料のチェックを行い、対応を検討している。 

 

（ｂ）課題 

 課題としては、災害時等に対する安全性の確保について、平成 23 年度から年 1 回の

防災訓練を実施しているところであるが、外部の専門家を招いて効率的な訓練が必要

である。環境保全の配慮としては、季節により空調の設定温度を決め、省エネルギー

に取り組んでいく。 

 

テーマ 基準Ⅲ－Ｂ 物的資源の改善計画 

物的資源の整備については、短期大学設置基準を十分満たしており、学生等の自主

的利用活動に支障なくその活用を期している。 

 物品の維持管理については、諸規程が十分に整備されているが、更に全教職員への

意識づけが必要であると考える。また、災害、防災等に備えての全体的な普段の対処

法についての意識については十分とは言えない。改善計画として、災害等に対する安

全性の確保については、外部の専門家を招くなど、より効率的な訓練が必要であると

考える。 

 

[テーマ] 

基準Ⅲ-Ｃ技術的資源をはじめとするその他の教育資源 

 [区分] 

Ⅲ‐Ｃ-1 短期大学は、学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて学習

成果を獲得させるために技術的資源を整備している。 

（a）現状 

 教育課程編成・実施の方針に基づいて技術的資源（主としてＩＴ＜情報技術＞ハー

ドウェア、ソフトウェア）を活用し、授業や自習時間におけるパソコンの自由使用・

使用方法の指導等の技術サービスを行っている。 

 現にある機器を活用し情報技術の向上に関するトレーニングを学生に実施している。

コンピュータ室における「保育と情報処理」の授業と、図書館閲覧室における課題研

究・レポート作成等でパソコンを活用しており、効率的学習（自習）が展開されてい

る。教職員に対する情報技術のトレーニングは実施していない。 
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 ＩＴ（情報技術）としてのハードウェア、ソフトウェアとコンピュータ室は計画的

に整備してきており、保守点検等も業者に委託し適切な状態を保持するように努めて

いる。但し、平成 26 年度にウィンドウズＸＰのサポート終了に伴う機種の変更につい

ては今後検討する必要がある。学内のコンピュータ整備については、各研究室ともＬ

ＡＮケーブルが接続でき、各研究室にパソコンを設置しており、古くなったパソコン

については随時研究費等で購入入れ替えを行っている。また、教員にはＧmail のアド

レスを設定し、学生との情報をメールで行うことも可能である。その他、学内ＬＡＮ

に接続している端末から短大図書館および四大図書館の蔵書検索 OPAC が利用できる。

授業においては各教室にプロジェクターを備えておりパソコンを接続しての授業も可

能である。つくば国際大学と共用している交流センターにおいては、Ｗi-Ｆi 対応し

ており学習する環境にある。ただし、マルチメディア教室、CALL 教室は整備していな

い。 

 

（ｂ）課題 

 情報技術活用の向上のための学生支援については、体制的には整備されている状況

にはあるが、学生支援のための情報技術の指導については、教職員自信の更なる自己

革新のための研修が必要と思料される。パソコン室のウィンドウズＸＰのコンピュー

タについては、入れ替えを検討する。 

 

テーマ 基準Ⅲ‐Ｃ 技術的資源をはじめとするその他の教育資源の改善計画 

 技術的資源については、ほとんどの教室にワイヤレスマイク、プロジェクター等が

備えられ、コンピュータの接続も可能で、学生の発表など更なる積極的利用が望まれ

る。改善計画としては、情報技術活用の向上のための学生支援として、教職員自身の

更なる研修が必要である。 

 

[テーマ] 

基準Ⅲ－Ｄ財的資源 

 [区分] 

Ⅲ-Ｄ-1 財的資源を適切に管理している。 

(a)現状 

 資金収支及び消費収支は、添付資料「過去 3 年間の資金収支及び消費収支決算書」

のとおり、いずれも収入超で推移し、均衡している。 

 貸借対照表の状況は備付資料（過去 3 ヵ年の貸借対照表の概要（学校法人参照）の

とおり、健全に推移している。また、備付資料「資金収支、消費収支計算書及び貸借

対照表」、「財務状況調べ」に示されるとおり、学校法人としての収支は問題なく、短

期大学の存続を可能とする財政は十分に維持されている。 

 退職給与引当金等も目的どおりに引き当てられている。 

 資産運用規程は成文化されており、資産運用の趣旨を関係者が十分理解し、総意に

沿った意見等により適切に運用されてきている。 

 教育研究経費は過去３ヵ年において、下表の通り帰属収入の約 20％となっている。 

 教育研究経費率（平成 24 年度～26 年度） 
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 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

教育研究経費支出（a） 80,005 千円 79,825 千円 76,916 千円 

帰属収入（b） 382,895 千円 410,355 千円 314,974 千円 

教育研究経費率(a)/(b) 20.9％ 19.5％ 24.4％ 

 専任教員には教育研究室を整備しており、教育研究用の施設設備は十分に設置され

ているので、施設資金としては、修繕費及び新規購入備品ぐらいである。また、図書

費は保育科として 200 万円を計上しており、その他教員には研究費を設けているため、

研究に使用する図書等については研究費により購入することとなっている。 

 入学定員の充足率は平成 26 年度入学生が減少したことにより、充足率が 76％程度

と減少した。収容定員充足率の低下に伴い、財務体質への影響もある。 

 

（ｂ）課題 

 課題としては、入学定員の充足率が年々減少しており、財務上の安定の為にも、定

員充足率を改善する必要がある。 

 

[区分] 

Ⅲ-Ｄ-2 量的な経営判断指標等に基づき実態を把握し、財政上の安定を確保するよう

計画を策定し、管理している。 

(a)現状 

短大として、新しい幼稚園教育の改革に対応できる保育者の養成に努める。また、

カリキュラム・教育方針を保育技術・技能に重点化し、シラバスに保育現場に学ぶ精

神を採り入れていくとともに、「介護職員初任者研修」や日本赤十字の出張講義による

「幼児安全法支援員養成講習」を選択受講でき健康等に強い実践力のある保育者を養

成することに努めている。 

本学は、土浦短期大学以来の長い歴史により地域におけるリーダーを多く輩出して

いる。また、附属幼稚園、併設保育園等の実習施設を持つことにより、実習は勿論、

保育者養成の理論と現場との交流に役立てている。 

学生に対しての設備としては、つくば国際大学と共用する寄宿舎、交流センター（学

食・売店）、学生会館を備えている。通学する上では、公共交通機関の利便性が良く、

自家用車での通学に関しては届出により、学生駐車場を利用可能である。以上のこと

のように本学の環境は強みとなっているが、弱みとして首都圏にあることから学生等

の東京志向が強く、近隣の保育者養成施設の競争とともに、学生確保が課題である。 

経営実態、財政状況に基づく経営計画としては、学生募集が最も重要と考え、学生

の応募数の増加を図るため、学生の多様な資質の発掘及び育成と多種の募集計画をた

て、募集担当職員の増員を図るとともに、全教員が積極的に募集活動を推進している。

人事計画としては、学納金を主体とする人件費依存率を安定させる為に、教員の採用

については、前任教員の経験職位を参考とし同等の経験を有する者を採用するように

努めている。また、事務局としては、総務課、教務課、学生課を 1 つの事務室にまと

め、それぞれが協力し合いながら職務に努め、事務職員の人件費圧縮に努めている。 

施設設備としては、現状充実していると確信しているが、今後において情報機器等
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について、今後検討が必要と考えている。外部資金の獲得、遊休資産の処分等の計画

は現在有していないが、科学研究費補助金獲得に向け申請をするように努めている。 

本学の入学者定員は平成 23 年度より 180 名から 150 名に減員したが、平成 26 年度

入学生は 108 名と前年より 7 名減少した。経費とのバランスを考慮した場合、入学定

員の確保が必要である。学校法人全体の経営情報はホームページ上に公開しているが、

学内における教職員の危機意識は必ずしも高いとはいえない。 

 

（ｂ）課題 

本学の財政上の安定を確保する上では、入学定員の確保が課題であり、学生募集に

向けた取り組みを教職員全員で行っていく必要がある。 

 

テーマ 基準Ⅲ－Ｄ 財的資源の改善計画 

 学校法人全体として収支を構成する要素として消費収支状況等は均衡が取れ、健全

性を保っている。本学としては、入学定員を充足していない状況であり、財務の健全

性を保つ為にも、入学定員の充足が必要である。オープンキャンパス等学生募集に対

する取り組みを教職員全員で行っていくように努める。 

 

基準Ⅲ 教育資源と財的資源の行動計画 

 学生指導をする上で、教員の教育・保育現場に対する認識を深めることが重要と考

え、これまでは学生の実習や施設見学等での連携のみであったが、今後は、教員が附

属幼稚園・系列保育園との連携を深めることにより、教育・研究の成果を上げる。 

 災害等に対する安全性の確保においては、避難訓練の他、外部の専門家を招いて防

災、防犯対策について認識を深める。 

 財務の健全性を保つ為に、入学定員の確保は重要であり、学生募集担当の職員の充

実、オープンキャンパスの実施回数の増加を図る。また、今後高校訪問や入学試験の

あり方など検討を加えていく。 

 

◇ 基準Ⅲについての特記事項 

（１）以上の基準以外に教育資源と財的資源について努力している事項 

特になし。 

（２）特別の事由や事情があり、以上の基準の求めることが実現（達成）できない事

項。 

特になし。 
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【基準Ⅳ リーダーシップとガバナンス】 

基準Ⅳの自己点検・評価の概要 

 理事長は法人運営全般に通じ十分な力量を発揮している。 

 学長は、理事長とつくば国際大学学長を兼務しており、学園全体の構想の下その運

営に十分な力量を発揮している。 

 財務規程等の確固たる規程の下、財務関係については問題なく処理されている。 

 方針については、本学教員に周知徹底する必要があり、教授会を始め各委員会にお

いて、すべての教員が取り組むべき事柄を認識すべきである。学長を中心として教職

員が協力する意識を持つよう努め、各担当において目的を持ち年間の行動計画を立て

行動する。 

 

 [テーマ] 

基準Ⅳ－Ａ 理事長のリーダーシップ 

 [区分] 

Ⅳ-Ａ-1 理事会等の学校法人の管理運営体制が確立している。 

(a)現状 

理事長は、学校法人の業務を総理し、学園に対しては勿論理事会を始め、評議員会、

監事、会計についても十分な力量を発揮し管理に万全を期すよう努力している。 

理事長は、学園の建学の精神及び教育理念等を常時意識しており、10 ヶ所の事業所

を巡回するとともに、各所属長と学園本部において面談し、当該担当事業所の経営課

題と予想される問題等について絶えず注意を喚起し、それらの対応について指導して

いる。 

理事長は、寄付行為の規定に基づき、当然の処理事項と目下の業務について共通理

解を図ることは勿論、各所属長を始め、当該係りが努力している事項についてリーダ

ーシップを発揮している。 

評議員会においては、監事立会いの下、理事長、事務局長を始めとする担当者出席

により報告をし、その意見を求めている。その後理事会の議決を受ける。 

 理事長は法人の業務全般に亘る意思決定機関としての理事会を開催し、理事の全面

的理解と業務執行への意見を得るよう努力している。理事長は次の表のとおり理事会

を招集し議長を務めている。 

理事会の開催状況（平成24年度～26年度） 

年月日 時間 主な議案 
出席者 理事

定数 理事 監事 

２４. 

５．２６ 

午前

10 時 

（1）平成 23 年度事業の実績及び決算について 

7 人 1 人 8 人 

（2）理事の任期満了に伴う改選について 

（3）監事の任期満了に伴う改選について 

（4）評議員の任期満了に伴う改選について 

（5）理事長職務の代理・代行順位について 

（6）教育事業用土地購入について 

２４. 

１０．２７ 

午後

1時 

（1）保育園用地の購入について（つくばみらい市） 

6 人 1 人 8 人 （2）教育事業用土地の購入（真鍋 1 丁目）について 

（3）教育事業用土地の購入（真鍋 6 丁目)について 
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２５． 

３．２３ 

午後

１時 

（1）つくば国際大学産業社会学部産業情報学科廃止に

伴う寄附行為の一部変更について 

7 人 1 人 8 人 
（2）つくば国際短期大学学則の一部変更について 

（3）つくば国際大学高等学校学則の一部変更について 

（4）つくば国際大学東風高等学校学則の一部変更につ

いて 

２５． 

３．３０ 

午後

１時 

（1）平成 24 年度補正予算について 

 

7 人 

 

1 人 

 

8 人 

（2）つくば国際短期大学学長の選考について 

（3）つくば国際大学東風高等学校長の選考について 

（4）つくば国際短期大学附属幼稚園園長の選考につい

て 

（5）平成 25 年度事業計画について 

（6）平成 25 年度予算について 

（7）つくば国際大学医療保健学部臨床検査学科の設置

及びメディア社会学科の募集停止と医療保健学

部保健栄養学科の学生定員の変更並びにこれら

に伴う学則の変更について 

（8）事業用土地の購入について 

（9）つくば国際短期大学附属幼稚園グランド・駐車場

整備に伴う道路隣接地の寄付について 

平成25年度分 

２５． 

５．２５ 

午前 

10 時 

（1）平成 24 年度事業の実績及び平成 24 年度決算につ

いて 

6 人 1 人 7 人 

（2）評議員の選任について 

（3）事業用土地の購入について 

（4）水路の付替えについて 

（5）つくば国際東風小学校学則の一部変更について 

（6）つくば国際白梅保育園の定員増及びつくば国際白

梅保育園管理規定の一部変更について 

２６. 

２.１５ 

午後 

１時 

（1）つくば国際大学臨床検査学科設置に伴う寄附行為

の一部変更について 

6 人 1 人 7 人 

（2）つくば国際大学東風中学校の設置について 

（3）つくば国際大学東風中学校校長の選任について 

（4）つくば国際はるかぜ保育園設置及びこれに伴う寄

附行為の一部変更について 

（5）つくば国際はるかぜ保育園長の選任について 

（6）つくば国際百合ヶ丘保育園園長の選任について 

２６. 

３.１５ 

午後 

１時 

（1）つくば国際大学学長選考委員会委員選出について 

7 人 1 人 7 人 

（2）つくば国際保育園の定員変更(増員)及びこれに伴

う同園管理規程の一部変更について 

（3）教育事業用土地の取得及び校舎敷地への変更につ

いて 

（4）教育事業用土地の購入について 

（5）教育事業用土地の購入について 

（6）事業用土地の購入について 
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（7）つくば国際大学高等学校学則の一部変更について 

（8）つくば国際大学東風高等学校学則の一部変更につ

いて 

（9）つくば国際東風小学校学則の一部変更について 

２６. 

３.２９ 

午後 

１時 

（1）平成 25 年度補正予算について 

7 人 1 人 7 人 

（2）平成 26 年度事業計画について 

（3）平成 26 年度予算について 

（4）理事・つくば国際大学学長の任期満了に伴う次期

理事・学長の選考について 

（5）理事・つくば国際短期大学学長の任期満了に伴う

次期理事・学長の選考について 

（6）理事長の選任について 

（7）つくば国際東風小学校の校長の選考について 

平成 26 年度 

２６. 

 ５.２５ 

午前 

10時 

（1）平成 25 年度事業の実績及び平成 25 年度決算 

5 人 1 人 7 人 

（2）理事の任期満了に伴う改選について 

（3）監事の任期満了に伴う改選について 

（4）評議員の任期満了に伴う改選について 

（5）理事長職務の代理・代行順位決定について 

（6）事業用土地の購入について 

２６. 

１０.４ 

午後 

1 時 

（1）つくば国際大学医療保健学部理学療法学科にお

けるカリキュラムの変更及びこれに伴う学則の

一部変更について 

5 人 2 人 7 人 

（2）つくば国際大学高等学校の校舎新築に係る建物

権利取得届の提出，新旧水路の帰属変更と土地

権利取得・処分届の提出，下水道施設の寄附及

び校地の整備について 

（3）本部事務棟とつくば国際大学ラウンジ棟の建築

について 

（4）学生寮の食堂の改修について 

（5）つくば国際大学第一キャンパス講義・図書館棟，

研究棟のトイレ改修について 

（6）つくば国際大学東風高等学校事務管理棟の屋上

防水改修工事について 

（7）つくば国際大学高等学校野球場改修工事につい

て 

２７. 

２.２８ 

午後 

0 時 

30分 

（1）つくば国際大学学則の一部変更について 

6 人 1 人 7 人 

（2）つくば国際短期大学学則の一部変更について 

（3）つくば国際大学高等学校学則における教育課程

の一部変更について 

（4）つくば国際大学東風高等学校学則における教育

課程の一部変更について 

（5）つくば国際大学東風小学校学則における授業時

間数の一部変更について 

（6）つくば国際短期大学附属幼稚園園則の一部変更

について 

（7）つくば国際百合ヶ丘保育園の定員変更（定員増）
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及びこれに伴う同園管理規程の一部変更につい

て 

（8）つくば国際松並保育園の定員変更（定員増）及

びこれに伴う同園管理規程の一部変更について 

（9）つくば国際白梅保育園の定員変更（定員増）及

びこれに伴う同園管理規程の一部変更について 

（10）つくば国際大学高等学校の教育備品の整備につ

いて 

（11）つくば国際大学ラウンジ棟新築に伴う校舎変更

届の提出について 

（12）教育事業用土地の購入について 

（13）つくば国際大学高等学校借地購入に伴う土地権

利取得届の提出について 

２７. 

 ３.２８ 

午後 

0 時

30分 

（1）平成 26 年度補正予算について 

6 人 2 人 7 人 

（2）平成 27 年度事業計画について 

（3）平成 27 年度予算について 

（4）つくば国際大学産業社会学部社会福祉学科の募

集停止及び医療保健学部臨床工学科（仮称）の

設置について 

（5）研修所用地の造成工事について 

※寄付行為第 7 条第 2 項に、第 8 条第 1 項第 1 号同第 2 号の学長を兼ねる場合におい

ては、その人数を減ずるものとすることにより、現時点では理事は 7 人である。 

 

理事会は、各部門からの事業計画、事業報告について審議されており、第三者評価に

ついては短大の発展上期待することが大であり、その役割を認識している。 

 私立学校法第 36 条第 1項、2 項に基づき理事会は、学校法人の業務を決し理事の職

務を監督するものであることを強く認識している。 

 私立学校法の定めるところに従い、本法人においては情報公開に関する規程を定め、

これにより内外に情報公開を実施している。さらに、教育諸活動等の情報については、

社会活動の一環として積極的に公開している。 

 理事会は、私立学校法第 30 条に定める第 1 項の 4 号から 12 号までの規程は勿論の

こと、運営上必要な規定を整備し、『学校法人霞ヶ浦学園規程集』に掲載している。 

 理事は、8 人をもって構成しており、いずれも学校法人霞ヶ浦学園の建学の精神で

ある「白梅の精神」を理解し、本法人の健全な経営について学識及び見識を有してい

る。理事は、私立学校法第 38 条（役員の選任）第 1項から第 3 項の規定に基づき選任

されている。 

 学校教育法第 9 条（校長及び教員の欠格事由）に関しては、役員（理事、監事）に

ついて、寄付行為第 17 条第 2 項第 3号に規定している。 

 

（ｂ）課題 

 学校法人の管理運営体制は設置されているが、今後発展的に整備していく。 

 

テーマ 基準Ⅳ－Ａ 理事長のリーダーシップの改善計画 

 理事長は法人運営全般に通じ十分な力量を発揮している。 



 

つくば国際短期大学 

74 

 

 理事長は長期的見通しに立脚し絶えず学園改革を実施しているところであり、更な

る発展の為管理運営体制の充実を図る。 

 

[テーマ] 

基準Ⅳ－Ｂ 学長のリーダーシップ 

 [区分] 

Ⅳ-Ｂ-1 学習成果を獲得するために教授会等の短期大学の教学運営体制が確立して

いる。 

（a）現状 

学長は平成 25 年度より本学の学長となり、つくば国際大学学長と兼務することとな

った。学長は、つくば国際短期大学学長選考規程第 2 条に基づき専任されており、教

職員の把握を始め、学園全体の構想の下にその運営に十分な力量を発揮している。ま

た、大学経営の見識を堅持し、大学運営にリーダーシップを発揮している。本学創立

者の意志である白梅の精神を脈々として継承し、その精神本来の研究発展・伝承を積

み重ね、本学の向上・充実に向け努力している。 

 なお、教授会は、併設大学と合同ではなく、単独で行っている。 

教授会開催状況 

年月日 出席状況 主な議案 

Ｈ26.4.23 
出席 12 名 

欠席 2名 

報告事項 

第 1 回教務委員会報告 

第 1 回学生委員会報告 

第 1 回入学者選考委員会報告 

審議事項 

平成 25 年度第 11 回教授会議事録の確認 

単位認定について 

学生の身分異動について 

Ｈ26.5.28 出席 13 名 

報告事項 

第 2 回教務委員会報告 

第 2 回学生委員会報告 

第 1 回図書館委員会報告 

第 2 回入学者選考委員会報告 

審議事項 平成 26 年度第 1 回教授会議事録の確認 

Ｈ26.6.18 
出席 12 名 

欠席 1名 

報告事項 
第 3 回教務委員会報告 

第 3 回学生委員会報告 

審議事項 平成 26 年度第 2 回教授会議事録の確認 

H26.7.16 
出席 12 名 

欠席 1名 

報告事項 

第 4 回教務委員会報告 

第 4 回学生委員会報告 

第 1 回公開講座委員会報告 

第 3 回入学者選考委員会報告 

第 1 回 FD 部会報告 

審議事項 
平成 26 年度第 3 回教授会議事録の確認 

幼児安全法支援員養成講習について 
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H26.9.17 
出席 11 名 

欠席 2名 

報告事項 

第 5 回教務委員会報告 

第 6 回教務委員会報告 

第 5 回学生委員会報告 

第 6 回学生委員会報告 

第 2 回公開講座委員会報告 

第 4 回入学者選考委員会報告 

第 2 回 FD 部会報告 

第 3 回 FD 部会報告 

第 1 回自己点検・評価委員会報告 

審議事項 

平成 26 年度第 4 回教授会議事録の確認 

学生の身分異動について 

FD 委員会規程について 

H26.10.15 出席 13 名 

報告事項 

第 7 回教務委員会報告 

第 7 回学生委員会報告 

第 5 回入学者選考委員会報告 

審議事項 
平成 26 年度第 5 回教授会議事録の確認 

学生の身分異動について 

H26.11.19 
出席 12 名 

欠席 1名 

報告事項 

第 8 回教務委員会報告 

第 8 回学生委員会報告 

第 6 回入学者選考委員会報告 

第 2 回自己点検・評価評価委員会報告 

第 3 回公開講座委員会報告 

第 1 回 FD 委員会報告 

審議事項 平成 26 年度第 6 回教授会議事録の確認 

H26.12.24 
出席 12 名 

欠席 1名 

報告事項 

第 9 回教務委員会報告 

第 9 回学生委員会報告 

第 2 回 FD 委員会報告 

第 7 回入学者選考委員会報告 

第 3 回自己点検・評価委員会報告 

審議事項 
平成 26 年度第 7 回教授会議事録の確認 

学生の身分異動について 

H27.1.21 出席 13 名 
報告事項 

第 8 回入学者選考委員会報告 

第 10 回教務委員会報告 

第 10 回学生委員会報告 

第 3 回保育科内 FD 委員会報告 

審議事項 平成 26 年度第 8 回教授会議事録の確認 

H27.2.27 出席 13 名 報告事項 

第 11 回教務委員会報告 

第 12 回教務委員会報告 

第 11 回学生委員会報告 

第 4 回保育科内 FD 委員会報告 
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第 4 回自己点検・評価委員会報告 

第 13 回教務委員会報告 

審議事項 

平成 26 年度第 9 回教授会議事録の確認 

卒業判定について 

教授会規程の変更について 

学則の変更について 

人事について 

H27.3.19 出席 13 名 

報告事項 

第 1 回共同研究委員会報告 

第 14 回教務委員会報告 

第 12 回学生委員会報告 

第 10 回入学者選考委員会報告 

第 2 回 FD 委員会報告 

第 2 回個人情報保護委員会報告 

第 4 回公開講座委員会報告 

第 2 回図書館委員会報告 

第 2 回ハラスメント防止委員会報告 

第 2 回防災対策委員会報告 

第 15 回教務委員会報告 

審議事項 

平成 26 年度第 10 回教授会議事録の確認 

進級判定について 

卒業保留学生の卒業判定について 

学生の身分異動について 

研究費の不正使用防止に関する規則について 

役割分担について 

 

役職等 氏名 

学長 髙塚千史 

保育科長 中山千章 

教務部長 中山千章 

学生部長 南正信 

図書館長 原田早苗 

ALO 佐藤高博 

保育科 齊藤和良、福田栄、飯泉祐美子、岩瀬敏子、船越利代子、

岩田裕美、小野崎美奈子、古関寛子、鈴木麻央 

（上記役職者を含む１４名） 

 

 つくば国際短期大学学則第33条並びにつくば国際短期大学教授会規程第2条に基づ

き全専任教員をもって月例定期 1 回、必要に応じ臨時会も開催している。教授会の議

事録は、つくば国際短期大学教授会規程第 8 条に基づき、事務局が作成し、署名人 2

名の署名を付し、学長の指示の下、総務課長が保管している。 
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 教授会の学習成果等に対する認識については、自己点検・評価の新マニュアル及び

改訂短大評価基準の説明会にＡＬＯが出席し、帰学後、自己点検・評価委員会におい

て受講内容について周知徹底を図り、学習成果及び三つの方針を確認し、教授会に報

告し、実行意欲を喚起している。三つの方針については平成 25 年度の教授会にて決定

し公表している。 

 教授会の下に下記のとおり委員会を設置し、開催している。既設委員会において審

議困難な事項については、部科長会で協議し教授会に諮っている。 

平成26年度委員会開催状況 

委員会等の種

類 
準拠規定 主な業務 構成メンバー 

開催 

状況 

入学者選考委

員会 
入学者選考規程 入学者の選考に関する事項 

①学長 

②学科長 

③学生部長 

④教務部長 

⑤図書館長 

⑥事務局長 

10 回 

自己点検・ 

評価委員会 

自己点検・評価 

規程 

自己点検・評価に関する企画、

調整、実施及び管理に関する事

項 

①学長 

②学科長 

③学生部長 

④教務部長 

⑤図書館長 

⑥ＡＬＯ 

⑧事務局長 

4 回 

公開講座 

委員会 
公開講座規程 

公開講座の開設に関する 

事項 

①学長 

②学科長 

③学生部長 

④教務部長 

⑤図書館長 

⑥事務局長 

4 回 

図書館 

委員会 
図書館規程 

図書館の管理及び運営に 

関する事項 

①学長 

②図書館長 

③学科長 

④教務部長 

⑤学生部長 

⑥事務局長 

2 回 

共同研究 

委員会 

共同研究に 

関する規程 
共同研究に関する事項 

①学長 

②学科長 

③事務局長 

1 回 
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部科長会   部科長会規程 

・大学の運営全般に亘り学長 の

方針、見解、指示等を基に各部

門の状況報告、検討事項を審議

する。 

・教務学FD,事に関する事項を審

議する。（教務委員会、学生委員

会に相当） 

・SDの立案、指導 

・教授会審議事項について、事前

検討の上議案を決定する。 

①学長 

②学科長 

③教務部長 

④学生部長 

⑤図書館長 

⑥事務局長 

⑦事務局総務課長 

 

12 回 

ハラスメント

防止委員会 

ハラスメント防

止に関する規程 

ハラスメントを防止するための措

置、発生した場合の対応措置に関

する事項 

①学長 

②学科長 

③教務部長 

④学生部長 

⑤事務局長 

 

2 回 

 

（ｂ）課題 

 各種委員会については、規定に基づき開催しているが、一部教員の認識が不足して

いると思われる部分があり、今後はより積極的に取り組む必要がある。 

 

テーマ 基準Ⅳ－Ｂ 学長のリーダーシップの改善計画 

 学長の長年の学校運営経験の下、リーダーシップが十分発揮されている。 

 各種委員会については、規程に基づき実施するに当たり、全教員の意識の統一をし、

より積極的に取り組むようにする。 
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[テーマ] 

基準Ⅳ-Ｃ ガバナンス 

[区分] 

Ⅳ-Ｃ-1 監事は寄附行為の規定に基づいて適切に業務を行っている。 

（a）現状 

監事は、学校法人霞ヶ浦学園の業務及び財産の状況について、当法人より定期的に

報告を受け、公認会計士監査との連携を強化し、下記のとおり監事の業務を執行する

とともに、2 人内 1人は必ず理事会に出席して意見を述べている。 

 監事は、学校法人の業務及び財産の状況について、学校法人霞ヶ浦学園寄附行為第

18条に基づき実施している。実施の状況は、下記監事の業務執行状況のとおりである。 

 監事の監査 

 監事２人の内、少なくとも１人は必ず理事会及び評議員会に出席することとしてい

るほか稟議書の閲覧、公認会計士との連携等私立学校法に定める監事の職務は積極的

に行われている。監事の常勤化は、直ぐには困難であるが、当面当法人の業務の状況

について、監事への定期報告の制度化や公認会計士監査との連携強化等を行っている。

なお、公認会計士による会計監査状況は、添付資料・公認会計士による監査状況のと

おりである。 

 監事は、学校法人霞ヶ浦学園寄附行為第 18 条に基づき、理事会に出席して、学校法

人霞ヶ浦学園の業務又は財産の状況について意見を述べている。実施の状況は、別表

理事会の開催状況における該当記載のとおりである。 

 監事は、学校法人の業務又は財産の状況について、毎会計年度、監査報告書を作成

し、学校法人霞ヶ浦学園寄附行為第 18 条に基づき、毎会計年度の監査報告書を作成し、

別表理事会の開催状況・評議委員会開催状況のとおり 5 月末までに提出している。 

 

監事の業務執行状況（平成２４年度） 

業 務 内 容 業 務 執 行 状 況 

財産状況の監査 （１）実 施 時 期 ・ 期 間 ：平成25年5月23日 

（２）対 象 分 野 ・ 事 項 ：学校法人の業務及び財産の状況について監査を

行った。 

（３）監  査  結  果 ：寄付行為に違反する重大な事実はない。 

（４）公認会計士との連携の状況 ：平成25年5月16日から5月23日（6日間）平成24

年度の監査について、報告を受ける。 

業 務 内 容 業 務 執 行 状 況 
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業務状況の監査 （１）実 施 時 期 ・ 期 間：平成25年5月23日 

（２）方 法：理事会・評議員会における質問・聴取。学校会計

の相談・支援委嘱先である公認会計事務所の聴取、

並びに監査法人の聴取。 

（３）内 容：平成24年度決算、平成25年度予算、事業計画の審

議・決議状況を見聞。理事の業務執行状況を監査し

た。 

（４）監 査 結 果：業務又は財産に関し、不正行為又は法令若しくは

寄附行為に違反する重大な事実の無いことを認め

る。 

学校法人の業務又は

財産の状況について

の理事への意見具申 

    有    ・    ○無  

  （有の場合、その時期、内容等を記入すること。） 

監査の結果、不正の行

為又は法令若しくは

寄附行為に違反する

重大な事実があると

き、所轄庁への報告又

は理事会及び評議員

会への報告 

    有    ・    ○無  

  （有の場合、その時期、内容等を記入すること。） 

監事の業務執行状況（平成２５年度） 

業 務 内 容 業 務 執 行 状 況 

財産状況の監査 （１）実 施 時 期 ・ 期 間 ：平成26年5月23日 

（２）対 象 分 野 ・ 事 項 ：学校法人の業務及び財産の状況について 

（３）監  査  結  果 ：違反する重大な事実はない。 

（４）公認会計士との連携の状況 ：平成26年5月16日から5月23日まで（6日間）平成

25年度の監査について、報告を受ける。 

業 務 内 容 業 務 執 行 状 況 

業務状況の監査 （１）実 施 時 期 ・ 期 間：平成26年5月23日 

（２）方 法：理事会・評議員会での聴取・質問。学校会計の相

談・支援委嘱先である公認会計事務所の聴取、並び

に監査法人の聴取。 

（３）内     容 ：平成25年度決算、平成26年度予算、事業計画の

審議・決議状況を見聞。理事の業務執行状況を監査

した。 

（４）監 査 結 果 ：業務及び財産に関し、不正行為又は法令若しく

は寄附行為に違反する重大な事実はない。 
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学校法人の業務又は

財産の状況について

の理事への意見具申 

    有    ・    ○無  

  （有の場合、その時期、内容等を記入すること。） 

監査の結果、不正の行

為又は法令若しくは

寄附行為に違反する

重大な事実があると

き、所轄庁への報告又

は理事会及び評議員

会への報告 

    有    ・    ○無  

  （有の場合、その時期、内容等を記入すること。） 

監事の業務執行状況（平成２６年度） 

業 務 内 容 業 務 執 行 状 況 

財産状況の監査 （１）実 施 時 期 ・ 期 間 ：平成27年5月21日 

（２）対 象 分 野 ・ 事 項 ：学校法人の業務及び財産の状況について監査を

行った。 

（３）監  査  結  果 ：学校法人の業務及び財産に関し、不正の行為又

は法令若しくは寄附行為に重大な事実の無いことを

認める。 

（４）公認会計士との連携の状況 ：平成27年5月14日から5月22日まで（7日間）平成

26年度の監査について、報告を受ける。 

財産状況についての

理事への 

意見具申 

    有    ・    ○無  

  （有の場合、その時期、内容等を記入すること。） 

監査の結果、不正の

行為又は法令若しく

は寄附行為に違反す

る重大な事実がある

とき、所轄庁への報

告又は理事会及び評

議員会への報告 

    有    ・    ○無  

    （有の場合、その時期、内容等を記入すること。） 

 

（ｂ）課題 

 監事は寄附行為の規定に基づき適切に業務を行っており特に課題はない。 

 

[区分] 

Ⅳ-Ｃ-2 評議員会は寄附行為の規定に基づいて開催し、理事会の諮問機関として適切

に運営している。 

（a）現状 

 理事 7 人に対し評議員 16 人で、評議員会は、理事の定数の 2 倍を超える数の評議員

をもって組織している。 
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 評議員会は、私立学校法第 42 条の規定に従い運営している。実施状況は次の表のと

おりである。 

評議員会開催状況（平成２４年度～２６年度） 

（平成２４年度） 

平 成 月 日 主 な 議 案   出席者 

評

議

員 

定

数 

２４． 

５．２６ 

午後

１時 

（1）理事の任期満了に伴う改選について 

13 人 1 人 
17

人 

（2）監事の任期満了に伴う改選について 

（3）平成 23 年度事業の実績及び決算について 

（4）教育事業用土地購入について 

２４． 

１０．２７ 

午前

11 時 

（1）保育園用地の買収について 

13 人 1 人 
17

人 
（2）教育事業用土地の買収（真鍋 1 丁目）について 

（3）教育事業用土地の買収（真鍋 6 丁目)について 

２５． 

３．２３ 

午前

11 時 

（1）つくば国際大学産業社会学部産業情報学科廃止に

伴う寄附行為の一部変更について 

16 人 1 人 
17

人 

（2）つくば国際短期大学学則の一部変更について 

（3）つくば国際大学高等学校学則の一部変更について 

（4）つくば国際大学東風高等学校学則の一部変更につ

いて 

２５． 

３．３０ 

午前 

10 時 

（1）平成 24 年度補正予算について 

16 人 1 人 
17

人 

（2）平成 25 年度事業計画について 

（3）平成 25 年度予算について 

（4）つくば国際大学医療保健学部臨床検査学科の設置

及びメディア社会学科の募集停止と医療保健学部保

健栄養学科の学生定員の変更並びにこれらに伴う学

則の変更について 

（5）事業用土地の購入について 

（6）つくば国際短期大学附属幼稚園グランド・駐車場

整備に伴う道路隣接地の寄付について 

 

（平成２５年度） 

平 成 月 日 主 な 議 案   出席者 

評

議

員 

定

数 

２５. 

５．２５ 

午後

１時 

（1）平成 24 年度事業の実績及び平成 24 年度決算につ

いて 

13 人 2 人 
15

人 

（2）事業用土地の購入について 

（土浦市真鍋新町 5095 番 1） 

（3）水路の付替えについて 

（守谷市百合ヶ丘一丁目字黒ない 2338 番地） 

（4）つくば国際大学東風小学校学則の一部変更につい

て 
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（5）つくば国際白梅保育園の定員増及びつくば国際白

梅保育園管理規程の一部変更について 

２６． 

２．１５ 

午前

10 時 

（1）つくば国際大学臨床検査学科設置に伴う寄附行為

の一部変更について 

15 人 1 人 
16

人 
（2）つくば国際大学東風中学校設置について 

（3）つくば国際はるかぜ保育園設置及びこれに伴う寄

附行為の一部変更について 

２６． 

３．１５ 

午前

10 時 

（1）つくば国際保育園の定員変更（増員）及びこれに

伴うつくば国際保育園管理規程の一部変更について 

16 人 1 人 
16

人 

（2）教育事業用土地の取得及び校舎敷地への変更につ

いて（大学第二キャンパス看護棟隣接地） 

（3）教育事業用土地の購入について（土浦市真鍋一丁

目 1012 番 10） 

（4）教育事業用土地の購入について（土浦市真鍋六丁

目 3959 番 2、真鍋一丁目 1126 番） 

（5）事業用土地の購入について（つくばみらい市小張

2787 番） 

（6）つくば国際高等学科学則の一部変更について 

（7）つくば国際東風高等学校学則の一部変更について 

（8）つくば国際東風小学校学則の一部変更について 

２６． 

３．２９ 

午前 

10 時 

（1）平成 25 年度補正予算について 

16 人 人 
16

人 
（2）平成 26 年度事業計画について 

（3）平成 26 年度予算について 

 

 

（平成２６年度） 

平 成 月 日 主 な 議 案   

出席者 評

議

員 

定

数 

評 議

員 
監 事 

２６. 

 ５.２５ 

午後 

0時30

分 

（1）理事の任期満了に伴う改選について 

12 人 1 人 
16

人 

（2）監事の任期満了に伴う改選について 

（3）平成 25 年度事業の実績及び平成 25 年度決算つい

て 

（4）事業用土地の購入について 

２６. 

１０.４ 

午前 

11 時 

（1）つくば国際大学医療保健学部理学療法学科におけ

るカリキュラムの変更及びこれに伴う学則の一

部変更について 

14 人 2 人 
16

人 

（2）つくば国際大学高等学校の校舎建築に係る建物権

利取得届の提出，新旧水路の帰属変更と土地権利

取得・処分届の提出，下水道施設の寄附及び校地

の整備について 

（3）本部事務棟とつくば国際大学ラウンジ棟の建築に

ついて 
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（4）学生寮の食堂の改修について 

（5）つくば国際大学第一キャンパス講義・図書館棟，

研究棟のトイレ改修について 

（6）つくば国際大学東風高等学校事務管理棟の屋上防

水改修工事について 

（7）つくば国際大学高等学校野球場改修工事について 

２７. 

２.２８ 

午前 

10 時 

30 分 

（1）つくば国際大学学則の一部変更について 

15 人 1 人 
16

人 

（2）つくば国際短期大学学則の一部変更について 

（3）つくば国際大学高等学校学則における教育課程の

一部変更について 

（4）つくば国際大学東風高等学校学則における教育課

程の一部変更について 

（5）つくば国際大学東風小学校学則における授業時間

数の一部変更について 

（6）つくば国際短期大学附属幼稚園園則の一部変更に

ついて 

（7）つくば国際百合ヶ丘保育園の定員変更（定員増）

及びこれに伴う同園管理規程の一部変更につい

て 

（8）つくば国際松並保育園の定員変更（定員増）及び

これに伴う同園管理規程の一部変更について 

（9）つくば国際白梅保育園の定員変更（定員増）及び

これに伴う同園管理規程の一部変更について 

（10）つくば国際大学高等学校の教育備品の整備につ

いて 

（11）つくば国際大学ラウンジ棟新築に伴う校舎変更

届の提出について 

（12）教育事業用土地の購入について 

（13）つくば国際大学高等学校借地購入に伴う土地権

利取得届の提出について 

２７. 

 ３.２８ 

午前 

10 時 

（1）平成 26 年度補正予算について 

15 人 1 人 
16

人 

（2）平成 27 年度事業計画について 

（3）平成 27 年度予算について 

（4）つくば国際大学産業社会学部社会福祉学科の募集

停止及び医療保健学部に臨床工学科（仮称）の設

置について 

（5）研修所用地の造成工事について 

※寄付行為第 22 条第 2 項により、評議員の人数は、第 20 条第 1 項第 1 号、同第 2 号、

同第 3 号の学長及び校長を兼ねる場合には、その人数を減ずるものとすることによ

り、現時点では評議員定数 16 人である。 

 

（ｂ）課題 

 評議員会は規定どおりに実施されており特に課題はない。 

 

[区分] 

Ⅳ-Ｃ-3 ガバナンスが適切に機能している。 
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（a）現状 

 学校法人霞ヶ浦学園及び短期大学における中長期計画についての当該年度の事業計

画は適正に立案され、予定案の決定については、事務局長を中心として学内の査定を

行い、その後学長理事長が具申し理事会において決定している。決定された予算の執

行については、事務局長を中心に学長決裁の下実施している。 

 本法人の中・長期計画としては、当法人の事業展開の方向性を定めて中期事業計画

を策定し、大学における学部・学科の新設、廃止、改組転換や幼稚園・保育所の開設

等社会のニーズに合った学園改革を実行してきたところである。 

 毎年度の事業計画と予算に関する関係部門の意向の集約、決定の時期は次のとおり

である。 

 学校法人としては、法人本部事務局において、各部門（法人本部、つくば国際大学、

つくば国際短期大学、つくば国際大学高等学校、つくば国際大学東風高等学校、つく

ば国際東風小学校、つくば国際短期大学附属幼稚園、つくば国際保育園、つくば国際

百合ヶ丘保育園、つくば国際松並保育園、つくば国際白梅保育園）別に事業計画及び

資金支出計画を取りまとめる。2 月中に事業計画、資金支出計画について、必要性、

重要性、収支バランス等の観点から個別に検討を加え、必要に応じて各部門と調整を

行う。3 月中旬までに、法人本部全体の事業計画及び収支予算の概要をまとめ、中・

長期計画との整合性、全体としての収支状況の適正を最終チェックする。必要があれ

ば調整又は修正のための審議を行う。理事長、事務局長において、翌年度事業計画及

び予算案を決定し、3 月下旬開催の理事会・評議員会の承認を得る。 

決定した事業計画、予算については、速やかに関係部門に指示されている。 

予算の執行は科・各課に於いて作成する「支出願」を総務課長がチェックし、見積

書・納品書・請求書等必要書類を添えて法人本部に送付する。その後の経理は、法人

本部経理課において行われる。日常的な出納業務は、事務局総務課長より事務局長に

伺いを立て、事務局長の承認の下、学長・理事長に願が提出されるため、理事長に報

告することとなる。 

計算書類、財産目録等は、学校法人霞ヶ浦学園経理規程、同経理規程施行細則、同

固定資産管理規程に従い処理されており、学校法人の経営状況及び財政状態を適正に

表示している。 

公認会計士による監査については、予算編成から決算に至る処理を中心にきめ細か

い指導を受け対応をしており、異例の事項等についてはその都度公認会計士の意見を

確認する等万全の対応で行っている。 

資産及び資金（有価証券を含む）の管理と運用は、財務規程等に基づき、資産等の

管理台帳、資金出納簿等に適切な会計処理に基づいて記録し、安全かつ適正に管理し

ている。 

月次試算表については、毎月適時に作成し、経理責任者を経て理事長に報告してい

る。 

学校教育法施行規則第 172 条の 2 及び私立学校法第 47 条第 2 項の規定に基づき、学

校法人霞ヶ浦学園情報公開に関する規程を定めて、学園が公共性の高い法人として説

明責任を果たし、関係者に一層の理解と協力を得られるよう努めている。ホームペー

ジによる公開についても順次改善されつつある。 
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寄付金の募集及び学校債の発行はしていない。 

 

（ｂ）課題 

 学校法人全体としては、健全な経営状態であるが、短期大学としても今後定員の確

保に努め、財務面の安定を図る必要がある。 

 

テーマ 基準Ⅳ－Ｃ ガバナンスの改善計画 

監事による監査は適正に行われている。事業計画の立案及びそれに関する予算の執

行等は適切に行われている。 

 学校法人としては事業計画、予算の執行等適切に行われ健全な経営状態であるが、

短期大学として、財務面の安定を図るため定員確保に努める。 

 

基準Ⅳ リーダーシップとガバナンスの行動計画 

 方針については本学教員に周知する必要があり、教授会を始め各委員会において、

すべての教員が取り組むべき事柄を認識すべきである。学長を中心として教職員が協

力する意識を持つよう努め、各担当において目的を持ち年間の行動計画を立て行動す

る。 

 

◇基準Ⅳについての特記事項 

（１）以上の基準以外にリーダーシップとガバナンスについて努力している事項。 

 特になし。 

（２）特別の事由や事情があり、以上の基準の求めることが実現（達成）できない事

項。 

特になし。 



 

つくば国際短期大学 

87 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己点検・評価委員会メンバー 

 

学  長  髙塚千史 

 

Ａ Ｌ Ｏ  中山 千章 

 

委  員  中山 千章教授・南 正信教授・池田 正雄教授 

原田 早苗教授・佐藤 高博専任講師 

  椎名 晃事務局長・沼田 浩一総務課長 



 

 

 

 

自己点検・評価報告書(平成 26 年度) 

 

平成 28 年 3 月 

 

編集 つくば国際短期大学 

 

発行 つくば国際短期大学 

      〒300-0051 茨城県土浦市真鍋 6-7-10 

 電話 029（821）6125(代) 

 FAX 029（823）5107 

 



 

 

 



 

 

 

 


